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　南あわじ市長に選出された守本憲弘市長が２月１３日に初登庁し、市役所前で職
員約３００人から歓迎を受け、笑顔で応えました。
　その後、守本市長は職員に訓示し、「行政はサポート役。市職員は、住民の皆さん
と顔と顔でつながり、より住みやすく、魅力ある街にしようとしている住民の皆さ
んの意欲や提案をすくい上げ、その実現を後押しする姿勢を貫く必要があります。
この街の発展に向けて、一緒に精一杯頑張りましょう」と力強く呼び掛けました。
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市政ひろば

ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

中
田
市
長
・
川
野
副
市
長
・
岡
田
教
育
長
が
退
任

▲2月10日の退任式。職員らから見送られる中田市長と川野
　副市長、岡田教育長

か
、
川
野
四
朗
副
市
長
と
岡
田
昌

史
教
育
長
も
任
期
途
中
な
が
ら
同

日
で
退
任
さ
れ
、そ
れ
に
伴
う
「
市

長
退
任
式
及
び
副
市
長
・
教
育
長

退
任
辞
令
交
付
式
」
が
２
月
10
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
か
ら
川
野
副
市
長
と

岡
田
教
育
長
に
退
任
の
辞
令
を
交

付
し
た
後
、
市
制
10
周
年
記
念
ビ

デ
オ
を
観
覧
。
南
あ
わ
じ
市
の
開

庁
か
ら
吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成

農
学
部
の
誘
致
や
美
菜
恋
来
屋
の

建
設
な
ど
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
退
任
に
あ
た
り

中
田
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
南
あ

わ
じ
市
を
キ
ラ
リ
と
光
る
よ
う
な

市
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
職
員
に

あ
い
さ
つ
。
最
後
に
、
３
人
に
花

束
が
手
渡
さ
れ
、
職
員
の
大
き
な

拍
手
で
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

▼
退
任
者
の
経
歴
等

　

中
田
氏
は
旧
三
原
町
長
を
３
期

務
め
、
平
成
17
年
に
南
あ
わ
じ
市

の
初
代
市
長
に
初
当
選
。
３
期
12

年
間
、
旧
４
町
の
一
体
化
や
子
育
て

対
策
、
防
災
対
策
に
尽
力
し
た
ほ

か
、
新
庁
舎
や
若
人
の
広
場
公
園

の
建
設
、
小
中
学
校
の
校
舎
耐
震

化
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

川
野
氏
は
旧
南
淡
町
教
育
長
を

経
て
、
平
成
17
年
に
市
助
役
に
就

任
。
平
成
19
年
か
ら
副
市
長
を
務

め
、
約
12
年
間
中
田
市
政
を
支
え

る
と
と
も
に
、
職
員
の
教
育
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
氏
は
旧
西
淡
町
総
務
民
生

担
当
理
事
や
市
財
務
部
長
な
ど
を

歴
任
し
、
平
成
23
年
か
ら
教
育
長

に
就
任
。
学
校
施
設
の
充
実
や
、

変
動
す
る
教
育
環
境
に
対
応
す
る

礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
な
お
、
新

し
い
教
育
長
が
選
任
さ
れ
る
ま
で

は
、
岡
一
秀
教
育
委
員
が
職
務
代

理
者
を
務
め
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
副
市
長
及
び
教

育
長
は
議
会
の
同
意
を
経
て
、
守

本
市
長
が
選
任
及
び
任
命
し
ま
す
。

市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
結
果

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
あ
わ
じ
市

長
選
挙
と
、
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
１
月
29
日
に
告
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
長
選
挙
は
無
所
属
の
守
本
憲

弘
氏
以
外
に
立
候
補
が
な
く
、
無

投
票
で
初
当
選
。
ま
た
、
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
も
無
所
属
の
太
田

康
文
氏
以
外
に
立
候
補
が
な
く
、

無
投
票
で
初
当
選
し
ま
し
た
。

※
市
長
選
挙
当
選
者
・
守
本
氏
の

紹
介
は
２
頁
で
掲
載

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
当
選
者

〈
敬
称
略
〉　

　
太お

お
た田

　
康や

す
ふ
み文 （

　
歳
）

　
無
所
属・潮
美
台

　
　
　
平
成
29
年
2
月
６
日
～

　
　
　
平
成
29
年
11
月
10
日

　

２
月
12
日
任
期
満
了
に
よ
り
中

田
勝
久
市
長
が
退
任
さ
れ
た
ほ

　

南
あ
わ
じ
市
体
育
協
会
主
催
の

「
南
あ
わ
じ
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
２
月
12
日
、
淡
路
ふ
れ
あ

い
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
天

に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
約
６
０
０
人
が
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
フ
ァ
ン
ラ
ン
や
親
子
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア
、

チ
ー
ム
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
制
限
時

間
内
に
何
周
で
き
る
か
を
競
う
タ
ス

キ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
各
選
手
が
自

分
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
に
挑
戦
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
の「
頑
張
れ
」「
あ
と
少
し
」

な
ど
の
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
懸
命
に
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。　

▲さわやかに疾走する参加者らと、沿道から声援を送る人たち
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市政ひろば

春
の
新
グ
ル
メ
「
淡
路
島
サ
ク
ラ
マ
ス
」
が
３
月
１
日
誕
生

高
齢
者
叙
勲
　
　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
20
回 

プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦
コ
ン
テ
ス
ト

▲プロポーズ街道に飾られた作品を審査

▲辰美小学校の子どもたちに看板を手渡す
　同支部メンバー

交
通
安
全
の
看
板
を
８
枚
寄
付

▲豆乳しゃぶしゃぶ等の鍋メニュー ▲リゾットなど、丼ぶりメニューも多彩

5 2017.3.1発行

広
田
梅
林
ふ
れ
あ
い
公
園
　
梅
に
メ
ジ
ロ

あ
わ
じ
国
の
Ｃ
Ｍ
作
品
等
が
入
賞

　

古
井 

守
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
７

月
、西
淡
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ

れ
、以
来
昭
和
60
年
７
月
ま
で

の
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職

し
、
地
方
自
治
の
発
展
と
地

域
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
議
会
総
務
常
任
委

員
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

教
育
文
化
や
商
工
観
光
業
の

振
興
、
地
域
防
災
の
充
実
と

住
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
町
政
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

古 

井
　  

守 

さ
ん（
松
帆
）

◆
旭
日
単
光
章

　

慶
野
松
原
の
散
策
道「
プ
ロ
ポ
ー

ズ
街
道
」で
２
月
13
日
、特
産
の
淡

路
瓦
に
カ
ッ
プ
ル
の
愛
や
家
族
の
絆

を
刻
ん
だ
プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦
の
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
に
整
備
さ
れ
た
約

１
・
５
ｋ
ｍ
の
散
策
道
に
、こ
れ
ま
で

９
７
９
組
が
制
作
し
た
作
品
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。第
20
回
を
迎
え

た
今
回
は
昨
年
に
作
ら
れ
た
17
作

品
の
う
ち
11
組
が
応
募
さ
れ
、そ
の

中
か
ら
優
秀
作
品
の
４
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。入
賞
者
に
は「
淡
路
島

３
年
と
ら
ふ
ぐ
」の
セ
ッ
ト
が
記
念

▲優秀作品に選ばれたプロポーズ瓦

　

新
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
「
淡
路
島
サ
ク
ラ
マ

ス
」
の
メ
ニ
ュ
ー
が
完
成
。
３
月
１

日
か
ら
市
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食

店
で
丼
ぶ
り
と
鍋
の
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
グ
ル
メ
開
発
は
、「
あ
わ
じ

国
」
事
業
の
一
環
で
、
冬
の
「
淡

路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ
」
と
夏
の
「
ハ

モ
」
の
間
に
春
の
特
産
品
を
開
発

す
る
た
め
、
市
内
の
観
光
宿
泊
施

設
や
飲
食
店
、
観
光
協
会
、
商
工

会
、
福
良
漁
協
、
市
な
ど
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
内
20
店
舗
で
丼
ぶ
り
13
メ

ニ
ュ
ー
、
鍋
10
メ
ニ
ュ
ー
が
、
３

月
～
５
月
の
期
間
限
定
で
売
り
出

さ
れ
ま
す
。
店
舗
と
メ
ニ
ュ
ー
の

詳
細
は
、
あ
わ
じ
国
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.aw

ajiko
ku

.

co
m

/

）
の
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

全
国
的
に
希
少
な
サ
ク
ラ
マ
ス

の
新
グ
ル
メ
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

問
食
の
拠
点
推
進
課

　

☎
43
・
５
２
２
４

淡
路
島
サ
ク
ラ
マ
ス

　

サ
ク
ラ
マ
ス
は
サ
ケ
科
の
魚

で
、
河
川
で
過
ご
す
も
の
を
ヤ

マ
メ
、
同
種
な
が
ら
海
へ
下
り

大
型
化
し
た
も
の
を
サ
ク
ラ
マ

ス
と
呼
び
ま
す
。
天
然
物
は
、

幻
と
ま
で
い
わ
れ
る
希
少
な
グ

ル
メ
食
材
で
す
。

　

福
良
漁
協
で
は
、
昨
年　

月

か
ら
福
良
湾
内
で
６
千
匹
の
稚

魚
を
養
殖
。
３
月
に
「
淡
路
島

サ
ク
ラ
マ
ス
」
と
し
て
出
荷
を

始
め
ま
す
。

　

福
良
湾
は
、
鳴
門
海
峡
の
影

響
で
潮
流
が
あ
り
水
温
も
低
い

た
め
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
養
殖
に

適
し
て
お
り
、
大
き
く
美
味
し

く
育
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
動
画
が
優
秀
賞

　

昨
年
２
月
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
公
開

し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
あ

わ
じ
国
「
独
立
宣
言
」
編
等
の
動

画
作
品
が
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

と
卓
越
し
た
表
現
力
が
あ
っ
た

と
評
価
さ
れ
、「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ 

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ 

Ｃ
Ｍ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｓ
」
の
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ 

Ｃ
Ｍ
」
部
門

で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
公
益
社
団
法
人
大
阪

広
告
協
会
Ｃ
Ｍ
合
同
研
究
会
が
主

催
。
大
阪
に
お
け
る
Ｃ
Ｍ
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
目
的
で
行
な
わ

れ
、
企
画
・
制
作
を
大
阪
（
関
西
）

の
ス
タ
ッ
フ
中
心
に
作
ら
れ
た
Ｃ

Ｍ
が
対
象
で
、
応
募
作
品
の
中
か

ら
優
秀
な
作
品
が
選
ば
れ
ま
す
。

独
立
国
民
投
票
の
広
告
が
銅
賞

　

平
成
28
年
度
神
戸
新
聞
広
告

賞
の
最
終
審
査
会
が
１
月
17
日

に
神
戸
新
聞
社
内
で
行
な
わ
れ
、

昨
年
２
月
に
同
新
聞
に
広
告
掲

載
し
た
「
あ
わ
じ
国 

独
立
国
民

投
票
」
が
読
者
か
ら
大
き
な
反

響
と
高
い
評
価
を
受
け
た
と
し

て
、
広
告
主
部
門
で
銅
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

枚
の
寄
付
を
受
け
、
２
月
９
日
、

辰
美
小
学
校
で
贈
呈
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

同
市
部
の
メ
ン
バ
ー
で
淡
路
新

聞
販
売
店
会
の
杉
本
龍
亮
会
長

（
湊
）
は
、「
看
板
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
交
通
事
故
防
止
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
看
板
を
寄
贈
。

市
内
の
８
小
学
校
で
活
用
し
、
危

険
な
場
所
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

看
板
を
受
け
た
同
小
６
年
の
清

水
舞ま
い
き紀
さ
ん
は
、「
看
板
が
あ
る

と
事
故
が
無
く
な
る
か
ら
安
心
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
新
聞
販
売
協
会
近
畿
地
区

本
部
明
石
・
神
戸
・
淡
路
支
部
よ

り
交
通
事
故
防
止
の
注
意
看
板
８

（
地
方
自
治
功
労
）

　

広
田
梅
林
ふ
れ
あ
い
公
園
の
梅

の
花
が
咲
き
始
め
、
２
月
11
日
か

ら
梅
ま
つ
り
が
開
催
。
約
４
５
０

本
の
梅
が
咲
き
誇
り
、
例
年
見
頃

は
３
月
中
旬
ま
で
。

　

２
月
19
日
、
春
を
感
じ
さ
せ
る
陽

気
な
天
気
に
恵
ま
れ
、
園
内
で
は
た

く
さ
ん
の
観
覧
者
が
散
策
し
て
い

た
ほ
か
、
花
の
香
り
に
誘
わ
れ
た
メ

ジ
ロ
も
多
く
見
か
け
ま
し
た
。

　

こ
と
わ
ざ
に
あ
る
「
梅
に
鶯
う
ぐ
い
す」。

梅
が
咲
く
頃
に
鶯
の
さ
え
ず
り
が

聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
取
り
合
わ

せ
の
良
い
こ
と
を
意
味
し
、
実
際

に
梅
の
花
蜜
に
寄
っ
て
く
る
鳥
は

メ・

・

・

ジ
ロ
に
な
り
ま
す
。

▲梅の花を観賞する観覧者とメジロ!?

品
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦
の
制
作
は
慶
野

　
松
原
荘
で
受
付
し
て
い
ま
す

市民課窓口の混雑予想
問市民課☎43-5212

　これから引越し、入学、就職のシー
ズンを迎え、市民課窓口は曜日や時
間帯、天候等によって混雑が予想さ
れます。
　順番に迅速な処理に努めておりま
すが、関係する手続きで市役所へ行
く際の参考にしてください。

※あくまで予想であり、実際の混雑状況とは異なる場合
　があります

月・金曜日、連休前後
お客様が集中するため大変
混雑します。

３月中旬～４月中旬の引越し、
入学、就職のシーズン

特に春休み中の月曜日や連
休明けが混雑のピークで、
毎年大変込み合います。

同じ数字が並ぶ日
３月３日、４月４日など

覚えやすい・行事のある日
３月 14日のホワイトデーなど

大安、天
てん

赦
しゃ

日
び

など

婚姻届等が多く、大変混雑
する傾向があります。

　一部の戸籍や住民票、印鑑登録証明は、お近く
の地区公民館内にある市民交流センターでもお取
りいただくことができます。
　また、市役所本館の市民課では、土日祝日も一
部の証明書発行業務を行っておりますので、そち
らのご利用もご検討ください。



６７ 2017.3.1発行

市政ひろば

広報 

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
宝
く
じ

寄
附

▲左２面が３月７日に改修予定。右２面は改修済みです

ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　 　　  （2月20日現在） 

区分 件数 金額
南あわじ市内 767件 81,673,749円

市外（島内） 154件 22,530,000円

市外（島外） 19,978件 922,236,703円

合計 20,899件 1,026,440,452円

※詳細は市のホームページで掲載しています

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

         

応
援
寄
附
金

　

滋
賀
県
草
津
市
の
山
口
智
義
さ

ん
が
１
月
27
日
、
高
齢
者
の
交
通

安
全
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
市
に
10
万
円
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
南
あ
わ
じ
市
交
通
対
策

協
議
会
に
お
い
て
活
用
方
法
を
検

討
し
、
高
齢

者
の
交
通
事

故
止
の
た
め

に
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ

の
収
益
金
に
よ
る
「
社
会
貢
献
広

報
事
業
」
を
活
用
し
て
、
南
あ
わ

じ
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
を
改
修
し

ま
す
。
平
成
29
年
３
月
７
日
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
益
金
は
、
都
道
府
県
別
の
販

売
実
績
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
宝
く
じ
を
購
入
さ
れ
る
場

合
は
、
ぜ
ひ
県
内
の
宝
く
じ
売
り

場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

テニスコート２面改修

にっぽん縦断 こころ旅
　　　お手紙の募集

「何気ない風景」「思い出の風景」「忘

れられない風景」「音の記憶と重なる

情景」etc･･･ 皆さまのこころの風景

とエピソードを大募集します。

　ＮＨＫ - ＢＳプレミアムで放送の「にっぽん縦断 
こころ旅（２０１７春の旅）」。
　３月 27 日、旅人 ( 俳優 ) の火野正平さんが高知県
をスタートし、愛媛・広島・岡山・兵庫・京都から
日本海側を巡り、東北を北上し北海道を目指します。
　番組では、みなさんからのお手紙で旅のルートを
決定するため、市内の「忘れられない場所、風景」
にまつわる手紙を募集しています。
■兵庫県の放送予定
　　５月１日（月）〜５月５日（金）
■応募期限　３月２０日（月）必着
■応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、
　思い出の場所、風景にまつわるエピソード
■応募方法
　①番組ホームページから応募
　　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
　②ファックスで応募　F03-3465-1327
　③ハガキ・封筒で応募
　　〒 150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係へ送付
問ＮＨＫふれあいセンター
　☎ 0570-066-066 または ☎ 050-3786-5000

沼
島
に
軽
消
防
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

　

一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険

協
会
で
は
、
昭
和
57
年
度
か
ら
毎

年
度
、
離
島
に
対
し
て
消
防
自
動

車
の
寄
贈
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
平
成
28
年
度
に
寄
贈
さ

れ
る
７
つ
の
離
島
の
ひ
と
つ
に
沼
島

が
選
ば
れ
、
１
月
24
日
に
沼
島
総
合

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
消
防
自
動
車
の

入
魂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
軽
消
防
自
動
車
は
、
機
動
性
に

優
れ
た
軽
四
輪
駆
動
ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
プ
の
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
す
。

沼
島
島
内
に
は
消
防
署
が
無
く
、

有
事
の
際
の
初
動
時
は
、
沼
島
地

区
消
防
団
の
活
動
が
重
要
な
役
割

▲入魂式（1月24日）

▲寄贈された軽消防自動車

を
担
い
ま
す
。

　

磯
﨑 

剛
選
任
分
団
長
は
「
島

民
お
よ
び
観
光
客
の
安
全
確
保
の

た
め
に
、
大
切
に
利
用
し
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

　臨時福祉給付金（経済対策分）のご案内

【平日に申請される人へ】	
　　◆窓口が大変混み合うことが予測されます。
　　　また、申請手続きに時間を要する場合もございますので、 皆様のご理解とご協力をお願いします。

【申請に係るお問合せ】　

　　 問福祉課生活福祉係 専用ダイヤル ☎43-5248　　　問福祉課 ☎43-5216

休日受付日 対 象 地 域 受付場所・時間

４月１日（土） 　広田、倭文（緑）、榎列、八木、市、神代、
   倭文（三原）、志知（三原）

 ◆受付場所
福祉課

　（市役所本館１階）
　

 
◆受付時間

  　午前９時～午後５時
４月２日（日）

　松帆、湊、津井、伊加利、阿那賀、志知（西淡）、
   福良、賀集、北阿万、潮美台、阿万、灘

◆基準日（平成２８年１月1日）において市内に住民登録されている人で　
　平成２８年度分の市県民税（均等割）が課税されていない人。
　ただし、下記の❶または❷に該当する人は対象外です。　
　　❶市県民税（均等割）が課税されている人の扶養（事業専従者含む）である場合。　
　　❷生活保護制度の被保護者である場合など。　
  ※対象と思える人には３月下旬に申請書を送付いたします。

◆支給対象者

申     請     受     付

（注）・支給審査により、また税の修正申告等の理由により、支給要件を満たさない場合は、給付金が支払われ
　　  ない場合や、支給後であっても返還していただく場合もございますのでご注意ください。
　　・平成27年中の所得が未申告の場合は、申告書等所得確認書類を提出後に、給付金の支給対象を判断さ
　　  せていただきます。

〒６５６－０４９２　南あわじ市市善光寺２２番地１　南あわじ市役所 福祉課 生活福祉係 郵送先

 必　要
 書類等

・臨時福祉給付金（経済対策分）申請書
・申請者の身元確認書類またはその写し（運転免許証、健康保険証等）
・給付金振込口座（申請者名義）の確認書類またはその写し（通帳、キャッシュカード等）　
・印鑑
・支給対象者が市外の人の被扶養者の場合は、扶養者の非課税証明書等の写し　など
※上記の書類は添付不要となる場合もありますが、確認の為ご持参下さい。

  ◆上記以外でも、平成29年10月２日(月)まで申請を受付しています。
　   （土･日･祝日は除く）
　   受付時間 午前９時～午後５時　　申請場所 福祉課および沼島出張所

◆申請書の受付は４月１日（土）から開始します。
　（４月１日より前にご提出されても受付できませんのでご了承ください）

◆支給額　1人当たり１万５千円支給

※４月１日（土）、４月２日（日）は沼島出張所では受付していません。沼島地区の人は平日の沼島出張所をご利用くだい。
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❶
戸
別
受
信
機
の
放
送
を
聞
き

逃
し
た
場
合
は
？

回
答　

☎
43
・
５
０
２
０
に
お
電

話
い
た
だ
く
と
、
過
去
24
時
間
以

内
の
放
送
を
お
聞
き
い
た
だ
け
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

❷
南
あ
わ
じ
市
に
世
帯
主
と
し

て
転
入
し
て
き
た
場
合
は
、
戸
別

受
信
機
の
設
置
を
申
し
込
め
ま

す
か
？

回
答　

住
民
票
上
の
世
帯
主
の
人

へ
同
一
建
物
内
に
つ
き
１
台
を
無

償
貸
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
市
役
所

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❸
転
居
（
市
内
で
の
引
っ
越
し
）

や
転
出
（
市
外
へ
の
引
っ
越
し
）

す
る
場
合
、
端
末
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
で
す
か
？

回
答　

端
末
は
設
置
地
区
ご
と

に
、
設
定
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

転
居
さ
れ
る
場
合
は
、
い
っ
た

ん
市
役
所
ま
で
ご
返
却
い
た
だ

き
、再
設
定
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
市
役
所
へ
ご
返
却
く
だ
さ

い
。
こ
の
戸
別
受
信
機
は
市
外
で

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

❹
旧
の
音
声
告
知
端
末
を
ま
だ

利
用
し
て
い
る
が
？

回
答　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
舎
の

セ
ン
タ
ー
設
備
の
更
新
に
よ
り
、

３
月
よ
り
旧
の
音
声
告
知
端
末
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
お
申
込
み
が

お
済
み
で
な
い
人
は
、
情
報
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

戸
別
受
信
機
の
設
置
に
つ
い
て

▲白色の音声告知端末機。
　３月以降は音声告知機能が
　利用できなくなります。

　 

❶
ｅイ
ｏオ
光
の
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

だ
け
を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
か
？

回
答　

可
能
で
す
。
南
あ
わ
じ

市
限
定
コ
ー
ス
を
お
申
込
み
い

た
だ
け
れ
ば
、
地
デ
ジ
再
放
送

や
自
主
放
送
は
、
現
在
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
市
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
に
、
ご

視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

❷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
１
１
１
Ｃ
ｈ
と
１
１
３
Ｃ
ｈ
）

で
見
て
い
た
天
気
予
報
や
農
協

の
市
況
な
ど
の
デ
ー
タ
放
送
は
ｅ

ｏ
光
へ
移
行
後
も
視
聴
す
る
こ

と
は
可
能
な
の
か
？

回
答　

移
行
後
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

１
２
１
Ｃ
ｈ
と
１
２
２
Ｃ
ｈ
に
変

わ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
視

聴
い
た
だ
け
ま
す
。

❸
す
で
に
、
ｅ
ｏ
光
電
話
や
ｅ

ｏ
光
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ

は
、
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
で
視
聴
し

て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
申
し

込
め
ば
よ
い
の
か
？

回
答　

す
で
に
利
用
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
を
申
し
込
む
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

の
み
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❹
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
電
話

サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
？

回
答　

平
成
32
年
３
月
31
日
に

ケ
ー
ブ
ル
電
話
サ
ー
ビ
ス
も
終

了
と
な
り
ま
す
。

　

別
途
基
本
料
金
は
必
要
で
す

が
、ｅ
ｏ
光
電
話
に
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
と
ｅ
ｏ
光
電
話
加
入

者
間
ど
う
し
は
通
話
料
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。

❺
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
基
本

使
用
料
を
年
払
い
し
て
い
る
が
、

今
後
の
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
料
金

支
払
い
は
ど
う
な
る
？

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
民
間
化
説
明
会
等
で
の

主
な
質
問
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
民
間
化
に
関
す
る
住
民
説
明
会
や
電
話
で
の
お
問
い

合
わ
せ
で
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
ご
質
問
に
関
し
て
は
、
今
後
も
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
自
主
放
送
番
組
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

問
ｅ
ｏ
光
移
行
推
進
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
・
０
０
２
・
１
８
２

　

受
付
は
午
前
10
時
～
午
後
７
時

問
ｅ
ｏ
光
移
行
推
進
窓
口

　
（
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路
内
）

　

☎
43
・
２
３
４
５

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▲灰色の音声告知端末機。
　３月以降は音声告知機能およ
　びケーブル電話が利用できな
　くなります。

回
答　

平
成
29
年
度
以
降
は
、

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
も
ｅ
ｏ
と
同

様
に
月
払
い
の
み
に
統
一
し
て
い

ま
す
。
切
り
替
え
ま
で
は
、
さ

ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
料
金
が
必
要

で
、
切
り
替
え
後
は
、
ｅ
ｏ
光

の
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

な
お
、
切
替
工
事
時
に
、
さ

ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
加
入
解
除
届
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

❻
他
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
が
、

テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
ｅ

ｏ
の
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
？

回
答　

ｅ
ｏ
の
各
サ
ー
ビ
ス
へ
の

お
申
し
込
み
は
任
意
で
す
。

　

他
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

❼
保
守
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
？

回
答　

市
内
に
保
守
拠
点
を
設

け
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

故
障
対
応
を
行
う
予
定
で
す
。

❽
ｅ
ｏ
光
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ッ
ト

割
引
が
大
き
い
な
ど
と
言
っ
て
、

有
料
サ
ー
ビ
ス
の
過
度
な
勧
誘

は
な
い
の
か
？

回
答　

不
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
勧

め
る
こ
と
が
無
い
よ
う
指
導
を

し
て
お
り
ま
す
。
申
し
込
み
後

に
確
認
の
電
話
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
不
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
申

し
込
ん
で
い
な
い
か
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

❾
移
行
前
と
移
行
後
の
料
金
体

系
を
教
え
て
ほ
し
い

回
答　

ご
家
庭
ご
と
に
プ
ラ
ン

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
の
で
、

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
内
に
設
置
し
て

い
る
特
設
窓
口
な
ど
で
、
現
在

の
契
約
明
細
な
ど
を
見
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
説
明
員
が
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
ご
不
明
な

場
合
は
、
左
記
の
ｅ
ｏ
光
移
行

推
進
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
い

た
だ
く
か
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
淡
路
内
に
設
置
の
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今月の納税

問税務課☎43-5213

　平成28年度の市税の納付はお済みですか？
　もし、まだお済みでない場合は、早急に納付してくださ
い。納期限が過ぎても納付がない場合は、督促状が送付
され、督促手数料100円が加算されます。
　また、納期を過ぎると納期内に納付した人との公平を
保つため、年14.6％以内（地方税法で定める割合。納期
限の翌日から1か月を経過する日までの期間は年7.3％
以内）の延滞金が加算されます。
　さらに、地方税法では、督促状が送付した日から起算し
て、10日を経過した日までに完納されない場合は、財産
の差押えなどの滞納処分ができると定めています。
　市では、預貯金、給与等の差押えを行い、滞納処分の
強化を図っています。
　今一度、「納付忘れ」がないかご確認ください。

市税の納付はお済みですか？

吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
吉
備
国
際
大
学
で
は

　
施
設
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す

　

吉
備
国
際
大
学
で
は
、
講
義
室
、

体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
の
一
部
に
つ
き
ま
し
て
、
貸

し
出
し
利
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
に
は
別
途
料
金
（
基
本
料

金
、
冷
暖
房
費
、
機
材
使
用
料
）

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
大
学
行
事
が
既
に
予
定
さ

れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
必
ず
し
も

ご
希
望
通
り
に
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
団
体
の

み
な
ら
ず
個
人
で
の
貸
し
出
し
利

用
も
可
能
で
す
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ

じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
ま
で

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
貸
出
利
用
可
能
な
施
設

　
と
そ
の
定
員

▽
大
講
義
室
定
員　

３
０
０
人

▽
中
講
義
室
定
員　

96
人

▽
小
講
義
室
定
員　

48
人

▽
食
堂
定
員　

86
人

▽
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
定
員　

78
人

▽
そ
の
他　

体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
貸
出
利

用
を
実
施
し
て
い
ま
す

※
実
験
室
・
研
究
室
お
よ
び
そ
れ

に
関
わ
る
機
材
等
、
ま
た
食

堂
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
厨
房
に

つ
き
ま
し
て
は
貸
出
利
用
を

実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ

　

同
大
学
事
務
室　

　

☎
42
・
４
７
０
０

▲大講義室（定員３００人）

▲体育館

国民健康保険税・･･･・・・【９期】
納期限　３月31日(金)

《納期内に忘れず納付しましょう》

◆便利な口座振替をご利用ください！
－口座振替のメリット－

　　安心…お金を持ち歩く必要がないので安心です。

　　便利…納期ごとに金融機関や市役所の窓口等

　　　　　に行く必要がなく便利です。

　　確実…指定口座から自動的に払い込まれるの
　　　　 で、納め忘れがなく確実です。

★申し込み手続きは、とても簡単！

　口座振替の依頼書は、市内の各金融機関及び市役所

　税務課にありますので、預貯金通帳と届出印をご持参
の上、手続きをしてください。

～
よ
く
あ
る
ご
質
問　
　

  

～
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◆電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農林水産部】
農林振興課☎43-5223
食の拠点推進課☎43-5224
農地整備課☎43-5225
水産振興課☎43-5243

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236

【淡路広域水道企業団】
お客様センター☎43-3038

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

第71回市議会定例会日程（３月）
　  議 会

開会：午前10時～
◆委員会

日程 委員会 内容

２７日（月）総務常任委員会
付託案件
の審査

２８日（火）産業厚生常任委員会

　問議会事務局☎ 43-5005

開会：午前10時～
◆本会議

日程 内容

  ３日（金）
  ６日（月）

①29年度一般会計、特別会計、
　公営企業会計予算上程（説明）
②条例案上程
③28年度補正予算案上程　
④その他案件上程

  ９日（木）
①一般質問（代表・個人）
※29年度予算の総括質疑を含む

13日（月）

14日（火）

15日（水）
①一般質問
②29年度予算の質疑・委員会付託 
③追加議案上程・表決ほか

30日（木）
①付託案件委員会審査報告・表決
②追加議案上程・表決

※平成2９年度予算は、予算審査
特別委員会を設置して審査を行
います。 審査の日程は同委員
会設置後、３月16日（木）・17日

（金）・21日（火）・24日（金）で
調整を行う予定です。

◦議会は市役所本館４階の議場で
　傍聴できます
◦インターネットによる中継、モニター中継
（市役所本館４階議場、中央公民館）をして
います

　
各
種
手
当
て
の
お
知
ら
せ

2
児
童
扶
養
手
当

対
象
者　

父
母
の
離
婚
等
で
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
人

手
当
額　

全
部
支
給
の
場
合
は
、

月
額
４
万
２
２
９
０
円

※
所
得
に
よ
り
支
給
金
額
が
変
わ

り
一
部
支
給
と
な
り
ま
す
。（
所

得
制
限
あ
り
）

支
給
月 

４
月
、８
月
、12
月

問
子
育
て
支
援
課
☎
43
・
５
２
１
９

　
　

南
あ
わ
じ
市
か
ら
遠
方
へ
の
通

勤
・
通
学
す
る
人
は
、
交
通
費
助

成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
高
速
バ
ス
等
を
利
用
し

て
島
外
に
通
勤
・
通
学
を

す
る
人

区
間　

島
内
の
高
速
バ
ス
停
か
ら

高
速
舞
子
、小
鳴
門
橋
バ
ス
停

助
成
金　

対
象
区
間
の
定
期
額

（
通
勤
手
当
を
差
引
く
）の
通
勤

者
は
20
％
、通
学
者
は
30
％

2
島
内
の
学
校
へ
一
般
路
線

バ
ス
だ
け
で
は
通
学
で

き
ず
、高
速
バ
ス
を
利
用

す
る
学
生

区
間　

最
寄
の
高
速
バ
ス
停
か
ら

北
淡
Ⅰ
Ｃ
・
津
名
一
宮
Ｉ
Ｃ

助
成
金　

対
象
区
間
の
定
期
額
の

20
％

◆
必
要
書
類　

❶
在
職
・
在
学
証
明
書
（
年
度　

初
回
の
申
請
時
の
み
）

❷
定
期
券
の
写
し

❸
申
請
書

❹
請
求
書
兼
振
込
依
頼
書

❺
通
勤
手
当
支
給
額
証
明
書
（
通

勤
者
の
み
）

※
❸
～
❺
は
、市
役
所
窓
口
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き

ま
す

通
勤
・
通
学
者
の
人
へ
、 

交
通
費
助
成
制
度

◆
申
請
時
期　

❶
定
期
券
購
入
後
1
か
月
以
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

注
定
期
券
の
有
効
期
間
が
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
に

わ
た
る
と
き
は
、購
入
後
1

か
月
以
内
の
申
請
で
あ
っ
て

も
申
請
日
に
よ
っ
て
助
成
額

が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

例
定
期
期
間
が
平
成
29
年
３

月
10
日
～
４
月
９
日
の
場
合

▽
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
た

場
合
は
、全
額
助
成
対
象

▽
４
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た

場
合
は
、４
月
１
日
～
９
日
分

の
み
助
成
対
象
で
あ
り
、３
月

分
は
対
象
外
と
な
り
ま
す

※	

申
請
書
等
の
記
入
に
お
い
て

消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

3
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
者　

20
歳
未
満
の
障
害
児

を
養
育
す
る
父
母
や
、
父
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人

手
当
額 

▼
重
度
障
害
＝
月
額

５
万
１
４
５
０
円
、
▼
中
度
障

害
＝
月
額
３
万
４
２
７
０
円

支
給
月 

４
月
、８
月
、11
月

問
子
育
て
支
援
課
☎
43
・
５
２
１
９

4
特
別
障
害
者
手
当

対
象
者　

障
害
者
手
帳
１
・
２
級

程
度
の
障
が
い
が
重
複
す
る

な
ど
、
著
し
い
重
度
障
が
い
の

た
め
日
常
生
活
に
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20

歳
以
上
の
人

手
当
額 

月
額
２
万
６
８
１
０
円

支
給
月 

２
月
、５
月
、８
月
、11
月

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

1
児
童
手
当

対
象
者　

中
学
校
卒
業
ま
で

（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
（
公
務
員
は
職

場
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
）

手
当
額 

▼
３
歳
未
満
＝
月
額

１
万
５
０
０
０
円

▼
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
＝

月
額
１
万
円
（
第
３
子
以
降
は

月
額
１
万
５
０
０
０
円
）

▼
中
学
生
＝
月
額
１
万
円

▼
所
得
制
限
限
度
額
以
上
（
特

例
給
付
）
＝
月
額
５
０
０
０
円

支
給
月　

２
月
、６
月
、10
月

問
子
育
て
支
援
課
☎
43
・
５
２
１
９

5
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
者　

重
度
の
障
が
い
の
た
め

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
人

（
障
害
の
永
続
性
が
確
認
で
き

る
年
齢
は
概
ね
満
３
歳
以
上
）

手
当
額 

月
額
１
万
４
５
８
０
円

支
給
月 

２
月
、５
月
、８
月
、11
月

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

 

◆
児
童
手
当
以
外
で

　

４
月
よ
り
支
給
額
が
変
更

業務内容　市の実施する業務の補助（エクセル・ワードなどの入力作業、電話の　
　　　　　対応、 その他の事務補助）
募集人数　若干名
申込要件　障害者手帳の交付を受けている人
勤務時間　午前９時～午後５時（週５日勤務）
賃金と保険　時給８１９円～８７０円　（社会保険、雇用保険、労災保険または
　　　　　　非常勤公務災害補償保険加入）
任用期間　平成29年４月１日～平成29年９月30日※最長１年まで更新あり

❷障がい者を対象とした臨時職員の募集
南あわじ市では障がいを持つ人の雇用の促進を図り、市の業務を補完していただく
ことを目的に「臨時職員」を募集します。

臨時職員を募集します！
❶雇用対策事業臨時職員 マイクロバス運転手の募集

申込期限  ３月１０日（金）まで（必着）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分までの平日のみ
選考方法 面接試験　試験日 3月中下旬に実施します。申込者に後日連絡します。
申込先・問合せ先  総務課☎43-5001　〒656-0492南あわじ市市善光寺22-1

❶❷共通

募集人数　1人
申込要件　❶高校卒業以上　❷８トン限定なしの中型以上の自動車運転免許

賃金と保険　月給１５０,０００円（社会保険、雇用保険、労災保険加入）
任用期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日（１年間、更新なし）
               ※勤務条件等詳細は、総務課までお問合せください
申込方法　市販の履歴書に必要事項を記入（写真貼付）し、運転免許証の写しを
　　　　　添付のうえ、総務課（市役所３階）まで持参または郵送してください。

申込方法　市販の履歴書に必要事項を記入（写真貼付）し、障害者手帳の写しを
　　　　　添付のうえ、総務課（市役所３階）まで持参または郵送してください。
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　 　 淡路人形座　職員募集 広告

◇採用予定人員　１名（職種：総務・経理）
◆給与等　淡路人形協会賃金規定の定めによる。
　　　　　※社会保険、雇用保険、労災保険加入
◇要件　①普通自動車運転免許所持
　　　　②エクセル・ワードなどの基本操作ができる方
◆採用予定時期　平成 29年４月１日
◇募集締切　３月 15日（水）※履歴書を送付してください
問淡路人形座☎ 52-0260　南あわじ市福良甲 1528‐1地先

募 集 人 員 : 若干名
受 付 期 間 : 平成 29 年３月６日（月）～３月 28 日（火）
一次試験日 : 平成 29 年４月８日（土）
募 集 内 容 : 詳細につきましては、下記ホームページをご覧
　　　　　　 ください。
              兵庫県商工会連合会 http://www.shokoren.or.jp

問 合 せ 先 : 兵庫県商工会連合会　職員研修課
　　　　　　  ☎（078）371-1264

　

種　類 期　間 手続きに必要なもの 届出
できる人

転入届
転入の日から
14 日以内  

❶転出証明書　※国外からの転入の場合は「入国記録がある旅券」等が必要です。

❷印鑑　❸本人確認書類（運転免許証等）
❹個人番号カードまたは通知カード、住基カード（お持ちの人のみ）
　 ※個人番号カード・住基カードをお持ちの人は、カードの暗証番号が必要です。

❺外国人住民の人は在留カードまたは特別永住者証明書 本人また
は世帯員

（新住所）

転居届
（市内での引越）

転居の日から
14 日以内

❶転居先の住所　❷印鑑　　❸本人確認書類（運転免許証等）
❹個人番号カードまたは通知カード、住基カード（お持ちの人のみ）
　 ※個人番号カード・住基カードをお持ちの人は、カードの暗証番号が必要です。

❺外国人住民の人は在留カードまたは特別永住者証明書

転出届
  転出の日まで

❶転出先の住所　❷印鑑　❸本人確認書類（運転免許証等）
❹印鑑登録証（お持ちの人のみ）

本人また
は世帯員

（旧住所）

郵送による

転出届
転出後
14 日以内　
※届出日は市民
　課で内容確認
　して受付した
　日です。

❶郵送による転出届（転出証明書請求書）
❷返信用封筒（宛先住所、氏名を明記し、返信用切手貼付）
❸本人確認書類（運転免許証等）の写し
＜送付先＞
　〒 656-0492　兵庫県南あわじ市市善光寺 22 番地１
　南あわじ市役所　市民課「郵送による転出届担当」宛

本人

 世帯変更届  
 

変更の日から
14 日以内 ❶印鑑　❷本人確認書類（運転免許証等）

本人また
は世帯員

（新世帯）

制
度
改
正
の
注
意
点

❶
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
年
齢
要

件
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

❷
遺
族
の
年
金
や
障
害
の
年
金
の
権
利

を
有
し
て
い
る
場
合
、
老
齢
の
年
金
を

決
定
し
て
も
併
給
調
整
に
よ
り
停
止

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

制
度
改
正
に
よ
っ
て
手
続
き
を
行
っ
て

も
、
お
客
様
の
受
け
取
る
年
金
額
が

変
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

❸
遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
要
件
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
た

人
の
資
格
期
間
が
25
年
以
上
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

年
金
請
求
書
の
送
付
時
期　

　
　

日
本
年
金
機
構
で
、
資
格
期
間
が

10
年
以
上
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
人
に
は
、
お
客
様
の
ご
自
宅
宛
て

に
老
齢
の
請
求
書
（
黄
色
）
を
発

送
し
ま
す
。
請
求
書
が
届
か
な
い
人

で
も
、
任
意
加
入
の
申
出
に
よ
り

期
間
を
加
え
た
り
、
合
算
対
象
期

間
を
含
め
て
年
金
を
受
給
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
自
身

の
資
格
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

請
求
書
は
平
成
29
年
２
月
下
旬

～
７
月
上
旬
に
か
け
て
順
次
発
送

を
行
い
ま
す
。

お
客
様
の
手
続
き

　
　

請
求
書
が
お
手
元
に
届
き
次
第
、

市
区
町
村
に
て
必
要
な
各
種
証
明

書
類
の
発
行
を
受
け
、
最
寄
り
の
年

金
事
務
所
等
で
手
続
き
を
開
始
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）
年
金
を

受
給
す
る
権
利
が
発
生
す
る
日
は

平
成
29
年
８
月
１
日
と
な
り
ま
す
。

※
お
客
様
の
ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
ス

ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
る
予
約
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

お
申
込
み
は
「
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
！

問
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は
次
の
番
号
へ

　

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
が
必
要
〔
代
理
人
（
二
親

等
以
内
）
の
場
合
は
代
理
人
の
基

礎
年
金
番
号
も
必
要
〕

【
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
の
受
付
時
間
】　

月
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

火
～
金
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

国
民
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
短
縮
！

  「正確な住所の届出」は、法律上の義務です。就職などで引越しされた人は、原則、現在住んでいる寮や
アパート等が住所地になります。住民票は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録等につながる大
切な情報です。転入・転居・転出などで住所が変わったときや、世帯に変更があったときは、期間内に忘れず
に異動手続きをしましょう。

（注）・下記の届出により、国民年金手帳・国民健康保険証・介護保険証・後期高齢者医療保険証等に変更
　　　　が生じたり、資格を喪失される場合は、それぞれの保険証等が必要となります。
　　　・ 届出する人が代理人の場合は、委任状が必要となります。個人番号（マイナンバー）カード、住民基
　　　　本台帳（住基）カードをお持ちの人の代理人の場合は、暗証番号は不要ですが、届出当日のカードに
　　　　関する手続き（券面事項更新、電子証明書の発行等）ができません。
　　　　本人以外が届出される場合は、事前に市民課までお問い合わせください。
　　　・ 外国人住民の人は、世帯主との続柄を証明する書類（日本語訳文付）が必要な場合があります。

※正当な理由がなく届出期間内に住民票の異動の届出をしない場合、5万円以下の過料に処されることがあり
　ますのでご注意ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問市民課　☎43－5212

◆ 引越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！◆

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
、年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要

な
資
格
期
間
が
10
年
と
な
り
ま
す
。

※
資
格
期
間
→
保
険
料
納
付
済
・
免
除
期
間
・
合
算
対
象
期
間
・

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間
な
ど

年
金
相
談

日
時 

４
月
７
日
（
金
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　

市
役
所
第
２
別
館

　
　
　

 

２
階
第
５
会
議
室

※
要
予
約
・
先
着
24
人

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

広告

　

３
月
１
日
か
ら
松
帆
古
津
路

地
区
の
一
部
で
下
水
道
が
利
用

で
き
ま
す
。

早
期
接
続
に
奨
励
金
交
付

▼
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１
年
以

内
に
公
共
ま
す
に
つ
な
ぎ
込
み

を
し
た
人
は
、
３
万
２
４
０
円

▼
１
年
を
超
え
２
年
以
内
の
場
合

は
、
１
万
５
１
２
０
円　

▼
２
年
を
超
え
３
年
以
内
の
場
合

は
、
７
５
６
０
円

　

下
水
道
整
備
が
完
了
し
て
い
る

地
域
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
早
期

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

下
水
道
区
域 

「
松
帆
古
津
路
地
区
」で
拡
大
！

　

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
い
な
く

な
っ
た
時
に
は
、
す
ぐ
に
兵
庫
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
淡
路
支
所
と

南
あ
わ
じ
警
察
署
に
連
絡
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
動
物
を
保
護
し
た

場
合
も
飼
い
主
が
探
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
て
、
同
じ
く
連
絡
を
入

れ
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
淡
路

支
所
☎
０
７
９
９
・
62
・
５
８
１
１

問
南
あ
わ
じ
警
察
署

　

☎
42
・
０
１
１
０

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
・・・
！

商工会職員募集 !!

　

市
内
に
あ
る
空
き
家
の
有
効
活

用
を
通
じ
て
、
地
域
の
機
能
維
持

を
進
め
、南
あ
わ
じ
市
へ
の
移
住
、

定
住
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

　

空
き
家
の
所
有
者
の
皆
さ
ま
、

賃
貸
・
売
買
な
ど
の
有
効
利
用
を

ご
検
討
の
場
合
は
、ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

15
分

第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
以
降
の
午

後
７
時
ま
で
相
談
を
受
付
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月
29
日

～
1
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

問
明
石
年
金
事
務
所　

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

（　　  ）市内から 
市外への引越

市外から 
市内への引越（　　  ）

世帯主の変更、 
世帯の分離等（　　  ）

（　　  ）市内から 
市外への引越
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広報 

  TEL ／ 0799-45-0171 （代） 　 0799-45-0012     FAX ／ 0799-45-1814

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

６０歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

・健康のために身体を動かしたい
・いくらかの収入を得たい
・社会参加したい
など、働く意欲のある方をお待ちしています。

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

　

  淡路島を代表するブランド品である淡路島タマネギに、昨年「べと病」という病気が大発生しました。
この病気にかかると収穫量の減少や、貯蔵中の腐敗の原因になります。

タマネギ べと病対策のお願い！

問南淡路農業改良普及センター ☎４２－０６４９
問あわじ島農協 営農指導課 ☎４２－５２１１
問南あわじ市 農林振興課　 ☎４３－５２２３

  べと病は、カビが原因で、田畑の土の中に存在してい
る胞子から感染します。病状が進むと、感染した株の葉
から胞子が風に乗って周囲のタマネギに感染を広げま
す。（１万株中１株の発生でも、放置すると田畑全体に
胞子が広がります。）
　家庭菜園や自家消費用に栽培されている皆様におか
れましても、病気の株の抜き取り処分など、防除作業に
ご協力をお願いします。

◆べと病の罹病株の特徴◆　

◆詳しくは、近く新聞折り込みでも掲載いたしますが、
　ご不明の点は下記問合せ先にお尋ねください。

  春から夏にかけてきれいな花が咲くケシの中に
は、麻薬成分が含まれ法律で植えることが禁止さ
れている種類があり、淡路島内では多く自生する
ことが確認されています。

あわじ  植えてはいけないケシ
自生エリア拡大阻止作戦！

  花が散ると無数の種が飛散
し自生区域を拡大しますの
で、花が散る前に抜去、処
分する必要があります。
　自生地の所有者(管理者)と
一緒になって植えてはいけ
ないケシの抜去、処分のご
協力をお願いします。

問洲本健康福祉事務所 
   食品薬務衛生課
　 ☎２６－２０６８

▲淡路島内で確認される　
　植えてはいけないケシ
　アツミゲシ（セティゲルム種）

あわじ島まるごと食の拠点施設直売所
～ 美

み

菜
な

恋
こ い

来
こ い

屋
や

２周年大感謝祭 ～
おかげさまで「美菜恋来屋」は平成 29年３月 21日をもちまして、２周年を迎えます。
日頃の感謝を込めて３月１９日（日）～２１日（火）の３日間、「２周年大感謝祭」を開催します。
多くの皆さんのお越しをお待ちしております。

■３月 1９日（日）～  ２１日（火）
　各日とも「いい肉の日」、「子ども縁日」を実施します。

　また、「先着プレゼント」や「ふるまいイベント」、「詰め放題イベント」など実施します。

　詳しくは美菜恋来屋（43-3751）まで。

■出荷者さん大募集！
　美菜恋来屋では、出荷者さん（生鮮野菜・加工品）を
随時募集しています。
　淡路島内外の人に自慢の出荷物を提供して南あわじ市

（淡路島）を共に盛り上げませんか？

　確定申告はお早めに！

　平成 29 年度版の南あわじ市ゴミ収集カレン
ダーを各自治会より、３月末までに各戸配布しま
す。なお、自治会未加入の世帯は最寄りの市民交
流センターまたは環境課でお渡しできます。

　 　ゴミ収集カレンダーの
　 配布について

問環境課☎ 43-5214

※詳しくは美菜恋来屋のホームページ、またはお電話でお問い合わせください。

問美菜恋来屋☎４３－３７５１（ようさんみんなこ～い）
  申告期限は ･･･
　　３月 15 日（水）です。

申告期限が間近になると申告相談会場は混雑しま
す。日程と会場は広報２月号に掲載しています。

　問確定申告⇒洲本税務署 ☎２４-１２１２
　市・県民税申告⇒税務課 ☎４３-５２１３

▲２周年を迎える美菜恋来屋

 さんさんネット３月番組の見どころ

　

◆撮っておき  
　毎週月曜日 午後８時更新 （放送時間：午前8時～、午後1時～、午後8時～）

◆３月　６日（月） ～１３日（月）　
　　賀集小学校 学習発表会
◆３月１３日（月） ～２０日（月）
　　兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会
◆３月２０日（月）～２７日（月）
　　守本市長 所信表明
◆３月２７日（月）～４月３日（月） 
　　西淡中学校卒業証書授与式
　　南淡中学校卒業証書授与式

◆さんさんニュース 
（週５回更新）※月曜日～金曜日 午後７時３０分更新
（放送時間：午前7時30分～、午後0時30分～、午後7時30分～、深夜0時30分～）

◆３月   ２日（木）～　南あわじ市ゆめるんフェスティバル
◆３月   ９日（木）～　守本市長 所信表明
◆３月 １６日（木）～　西淡中学校卒業証書授与式
◆３月 １７日（金）～　南淡中学校卒業証書授与式

※放送内容は変更する場合があります。

 ☎43-2345
３市社協の
えんむすび親同士の交流会
参加者募集！！

　ゆったりした雰囲気のなか、お
茶を飲みながら、独身の子をもつ
親同士で日頃の思いを話し合いま
せんか？

日　時　３月２４日（金）
　　　　午後２時～４時 30 分頃
場　所　しづのおだまき館
　　　　（淡路市立中央公民館）
　　　   淡路市志筑 3117-1
対象者
　独身の子をもつ淡路島在住の親
参加費　６００円
申込締切　３月１７日（金）
※応募者多数の場合は抽選とな
る場合があります
問合せ
　南あわじ市社会福祉協議会
　☎ 44-3007

　苗床で感染した株が定植後に発病し、育成が
著しく抑制され、葉身は黄色化して湾曲する。
　罹病株の発生率が０．０１％以上で多発性が
予想されます。　　

　さらに、健全な株に比べて生育が悪く色
は淡くなり、全身に灰色から黒っぽい胞子を

無数に形成します。　
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◆
２
０
１
６
香
川
県
空
手
道

選
手
権
大
会
（
10
月
30
日
、
香

川
県
丸
亀
市
土
器
川
体
育
セ
ン
タ
ー
）

【
組
手 

小
学
５
年
男
子
初
級
】

①
山
﨑
一
正  

（
辰
美
小
５
年
）

【
組
手 

小
学
３
・
４
年
女
子
上
級
】

①
富
貴
彩
愛  

（
榎
列
小
４
年
）

②
上
田
樹
那 

（
神
代
小
３
年
）

【
型 

小
学
４
年
女
子
上
級
】

①
富
貴
彩
愛 

（
榎
列
小
４
年
）

【
型 

幼
年
】

③
武
市
拳
斗 

（
八
木
保
育
所
）

【
組
手 

小
学
４
年
女
子
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ク
ラ
ス
】

③
富
貴
彩
愛 

（
榎
列
小
４
年
）

◆
神
戸
カ
ッ
プ
（
極
真
空
手  

兵
庫
県
大
会
（
12
月
４
日
、
兵

庫
県
立
総
合
体
育
館
）

◆
第
18
回
ア
ン
パ
ン
マ
ン

カ
ッ
プ
（
四
国
近
県
歓
迎
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
）（
1
月
７
日
、８
日
、

高
知
県
立
野
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
他
）

◆
第
37
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
全

淡
柔
道
大
会
（
２
月
５
日
、
南
淡
B
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

【
団
体
成
績
】中
学
生
の
部

①
南
淡
中
学
校
Ａ

②
南
淡
中
学
校
Ｂ

【
団
体
成
績
】中
高
一
般
女
子
の
部

①
南
淡
中
学
校
Ａ

②
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ

【
団
体
成
績
】高
校
一
般
の
部

①
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
Ａ

①
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

【
個
人
成
績
】小
学
６
年
生
男
子

①
古
東
諒
斗（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

【
個
人
成
績
】小
学
１
年
生
女
子

③
上
野
日
菜
子（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

【
個
人
成
績
】小
学
４
年
生
女
子

③
畑
田
茉
穂（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

◆
第
12
回
南
あ
わ
じ
市
ジ
ュ
ニ

ア 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

①
亀
岡
Ｊ
Ｖ
Ｃ

②
賀
集
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ａ

③
松
帆
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

③
倭
文
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◆
第
16
回
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

（
１
月
29
日
、

南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館
、 

三
原
健
康
広
場
）

　【
ト
リ
ム
Ⅰ
の
部
】 

①
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ　

②
ブ
ル
ー
マ
リ
ン　

③
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

③
Ａ
‐
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ

【
ト
リ
ム
Ⅱ
の
部
】 

①
ブ
ル
ー
マ
リ
ン

②
Ｂ
ｕ
ｎ
ｇ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ 

③
Ｊ
‐
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ

③
ｇ
ｅ
ｔ
ｓ
ド
ゥ
テ
ル
テ

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
】 

①
Ｋ
Ｍ
Ｓ
Ｋ
チ
ー
ム

②
ス
ィ
ー
ツ　

③
ビ
ッ
ペ
ン  

③
ト
ミ
ー
＆
カ
ッ
シ
ー

【
レ
デ
ィ
ス
の
部
】 

①
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
38

②
蘭
ク
ラ
ブ　

③
り
さ
っ
ち  

③
カ
ウ
ン
ト

◆
第
33
回
演
武
始
め
式
剣

道
大
会 

（
１
月
29
日
、
南
淡
B
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

【
1
部
】

①
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ

②
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
ｏ
ｍ

③
Ａ
ｍ
ｕ
ｓ
ｅ

【
２
部
】

①
Ｍ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
‐
Ｂ

②
ア
リ
ス

③
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ひ
か
り
隊

③
Ｍ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
‐
D

【
３
部
】

①
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
こ
ま
ち
隊

②
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ
Ｂ

③
阿
万
ク
ラ
ブ

【
有
段
者
の
部
】

①
福
原
義
孝 

（
津
井
）

②
堀
部
光
弘 

（
八
木
）

【
一
般
の
部
】

②
安
田
栄
孝 

（
北
阿
万
）

③
池
尻
大
都 

（
松
帆
）

【
子
ど
も
の
部
】

①
武
市
直
人 

（
広
田
）

③
東
原　

昊 
（
松
帆
）

（
２
月
11
日
、
三
原
健
康
広
場
）

★
大
会
結
果
は
、秘
書
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
２
０
４ 

F 

43
・
５
３
０
４
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

◆
南
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
健
康

卓
球
大
会
（
１
月
22
日
、三
原
健
康
広
場
）

◆
第
71
回
淡
路
駅
伝
競
走

大
会  

（
１
月
22
日
、淡
路
陸
上
競
技
場
）

【
小
学
男
子
の
部
】

【
総
合
成
績
】

②
松
帆
A
チ
ー
ム　

③
市
チ
ー
ム

区
間
賞
・
第
１
区　

①
山
口
翔
輝
夜 

（
八
木
小
学
校
）

②
高
田
晃
生 

（
松
帆
小
学
校
）　

区
間
賞
・
第
２
区　

①
船
越
大
輝 

（
松
帆
小
学
校
）　

区
間
賞
・
第
３
区　

①
砂
川
向
希 

（
市
小
学
校
）

③
大
古
田
憂
心 

（
松
帆
小
学
校
）

区
間
賞
・
第
４
区　

②
藤
本
和
久 

（
市
小
学
校
）　

区
間
賞
・
第
5
区

①
川
原
遼
矢 

（
八
木
小
学
校
）　

②
宇
賀
田
慎
之
典 

（
松
帆
小
学
校
）

【
小
学
女
子
の
部
】

【
総
合
成
績
】

③
市
A
チ
ー
ム

区
間
賞
・
第
１
区

①
川
崎
妃
弥
佳 

（
市
小
学
校
）

区
間
賞
・
第
４
区

③
山
岡
さ
く
ら 

（
松
帆
小
学
校
）

【
中
学
の
部
】区
間
賞
・
第
３
区

下
川
礼
暉 （
南
淡
中
学
校
）

【
高
校
の
部
】区
間
賞
・
第
5
区　

土
井
勝
太
郎 

（
淡
路
三
原
高
校
）

【
一
般
の
部
】区
間
賞
・
第
1
区　

白
川
健
司 

（
市
）

◆
第
93
回
南
淡
新
春
囲
碁

大
会  

（
１
月
22
日
、福
良
地
区
公
民
館
）

【
Ａ
級（
３
段
以
上
）】

①
荒
木
允
章
（
福
良
）

②
榊　

秀 

一 

（
福
良
）

【
Ｂ
級（
１
級
～
２
段
）】

①
本
田
和
郎
（
沼
島
）

②
中
嶋
長
史
（
松
帆
）

③
井
筒
政
夫
（
榎
列
）

【
C
級（
２
級
以
下
）】

②
白
川
利
積
（
神
代
）

③
仲
田
数
文
（
市
）

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

【
個
人
成
績
】中
学
１
年
生

①
川
端
隼
平 

（
南
淡
中
学
校
）  

②
大
川
哲
史 

（
南
淡
中
学
校
）

③
中
川
悠
良 

（
南
淡
中
学
校
） 

③
土
居
弘
汰 

（
南
淡
中
学
校
）

【
個
人
成
績
】中
学
２
年
生

①
藤
見
直
樹 

（
南
淡
中
学
校
） 

②
平
郡
理
央 

（
南
淡
中
学
校
）  

③
田
村
優
樹 

（
南
淡
中
学
校
） 

【
個
人
成
績
】中
高
一
般
女
子

②
土
居
夏
姫 

（
淡
路
三
原
高
校
）

③
原
田
心
菜
都 

（
南
淡
中
学
校
）

③
吉
田
つ
ぐ
み 

（
南
淡
中
学
校
）

【
個
人
成
績
】高
校
一
般
有
段

①
長
尾
嘉
也 

（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
）  

②
北
川
侑
希 

（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
）   

③
溝
口
正
隆 

（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
） 

◆
平
成
28
年
南
あ
わ
じ
市

新
春
将
棋
大
会

（
１
月
22
日
、
中
央
公
民
館
）

【
一
般
男
子
団
体
戦
】

①
淡
路
三
原
高
校

②
福
良
剣
友
会
B

【
一
般
女
子
団
体
戦
】

①
福
良
剣
友
会

①
淡
路
三
原
高
校

【
一
般
男
子
個
人
戦
】

③
鈴
木
竜
希 

（
福
良
剣
友
会
）

【
一
般
女
子
個
人
戦
】

①
奈
木
朋
子 

（
福
良
剣
友
会
）

②
山
口
紘
佳 

（
福
良
剣
友
会
）

③
坂
本
実
優 

（
淡
路
三
原
高
校
）

③
赤
穂
鈴
香 

（
淡
路
三
原
高
校
）

◆
第
35
回
福
良
剣
道
大
会

（
１
月
29
日
、南
淡
B
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
）

【
団
体
戦
】高
学
年
の
部

②
緑
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

【
個
人
戦
】５
・
６
年
の
部

③
東
良
兼
伸（
ふ
く
ら
少
年
剣
友
会
Ａ
）

【
女
子
の
部 

２
部
Ｂ
ク
ラ
ス
】

③
市
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
低
学
年
の
部
Ｄ
ク
ラ
ス
】

③
松
帆
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

③
亀
岡
Ｊ
Ｖ
Ｃ

【
高
学
年
・
青
札
の
部
】

①
東
庄　

奏（
三
原
志
知
小
学
校
）

③
天
野
更
咲（
榎
列
小
学
校
）

（
1
月
29
日
、
伊
弉
諾
神
宮
）

◆
第
13
回
五
色
百
人
一
首

淡
路
地
区
大
会

【
高
学
年
・
桃
札
の
部
】

②
安
田
渉
夏（
倭
文
小
学
校
）

③
西
村
あ
か
ね（
福
良
小
学
校
）

【
高
学
年
・
黄
色
札
の
部
】

③
北
川
絢
萌（
賀
集
小
学
校
）

３
月
12
日
か
ら
道
路
交
通
法
が
改
正

高
齢
運
転
者
対
策
の
推
進

❶
臨
時
認
知
機
能
検
査
及
び

　
臨
時
高
齢
者
講
習
の
新
設

▽
臨
時
認
知
機
能
検
査　

75
歳
以

上
の
運
転
者
が
認
知
機
能
が

低
下
し
た
と
き
に
起
こ
し
や

す
い
違
反
行
為
を
し
た
と
き

は
、
臨
時
認
知
機
能
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
臨
時
高
齢
者
講
習　

臨
時
認
知

機
能
検
査
を
受
け
、
認
知
機
能

の
低
下
が
運
転
に
影
響
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
高
齢

者
は
、
臨
時
高
齢
者
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

❷
臨
時
適
正
検
査
制
度
の
見
直
し

　

75
歳
以
上
の
人
が
運
転
免
許
証

の
更
新
時
に
自
動
車
教
習
所
で
受

け
る
認
知
機
能
検
査
、
ま
た
は
臨

時
認
知
機
能
検
査
で
「
認
知
症
の

お
そ
れ
が
あ
る
」
と
判
定
さ
れ
た

人
は
、
医
師
に
よ
る
臨
時
適
正
検

査
を
受
け
、
ま
た
は
命
令
に
従
い

主
治
医
等
の
診
断
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
医
師
の
診
断
の
結
果
、
認
知
症
と
判

　

断
さ
れ
た
場
合
は
運
転
免
許
の
取
消

　

し
等
の
対
象
と
な
り
ま
す

❸
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
・
高
度
化

　

75
歳
以
上
の
人
が
運
転
免
許
証

の
更
新
時
に
受
け
る
認
知
機
能
検

査
の
結
果
に
よ
っ
て
講
習
の
内
容

等
が
変
わ
り
ま
す
。

▽
合
理
化
（
２
時
間
講
習
）

　

認
知
機
能
検
査
で
「
認
知
機
能

の
低
下
の
お
そ
れ
が
な
い
」
と
判

定
さ
れ
た
人
や
75
歳
未
満
の
高
齢

者
が
対
象
で
、
講
習
は
実
車
指
導

な
ど
。

▽
高
度
化
（
３
時
間
講
習
）

　

認
知
機
能
検
査
で
「
認
知
機
能

の
低
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
判

定
さ
れ
た
人
が
対
象
で
、
講
習
は

実
車
指
導
・
個
別
指
導
な
ど
。

運
転
免
許
更
新
時
の
注
意

　

75
歳
以
上
の
人
は
、
自
動
車
教

習
所
で
認
知
機
能
検
査
と
高
齢
者

講
習
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
日
で
受
け

る
必
要
が
あ
り
、
免
許
証
の
更
新

期
間
が
満
了
す
る
日
の
６
か
月
前

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
免
許
の

更
新
が
出
来
な
い
た
め
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
南
あ
わ
じ
警
察
署
☎
42
・
０
１
１
０

　
道
路
交
通
法
改
正
よ
り
運
転
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者

へ
の
適
性
検
査
や
講
習
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

【
高
学
年
・
橙
札
の
部
】

①
甲
斐
聖
奈（
八
木
小
学
校
）

②
有
賀
丈
琉（
三
原
志
知
小
学
校
）

③
天
野
更
咲（
榎
列
小
学
校
）

③
太
田
咲
倭
子（
倭
文
小
学
校
）

【
中
学
高
校
・
青
札
の
部
】

①
野
田
真
央（
沼
島
中
学
校
）

②
青
石
天
音（
沼
島
中
学
校
）

③
清
水
美
空（
倭
文
中
学
校
）

【
中
学
高
校
・
桃
札
の
部
】

①
太
田
姫
梨
子（
倭
文
中
学
校
）

②
青
石
天
音（
沼
島
中
学
校
）

【
中
学
高
校
・
黄
色
札
の
部
】

①
野
田
真
央（
沼
島
中
学
校
）

【
中
学
高
校
・
緑
札
の
部
】

①
清
水
美
空（
倭
文
中
学
校
）

【
中
学
高
校
・
橙
札
の
部
】

①
太
田
姫
梨
子（
倭
文
中
学
校
）

【
高
学
年
・
緑
札
の
部
】

②
安
田
渉
夏（
倭
文
小
学
校
）

③
甲
斐
聖
奈（
八
木
小
学
校
）



募
　
集

ご
案
内

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
広
田
住
宅（
広
田
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
１
０
１
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
28
年
度
建

築
。家
賃
月
額
２
万
７
７
０
０

円
～
５
万
４
５
０
０
円（
共
益
費

別
途
）、駐
車
料
金
１
台
月
額

２
５
０
０
円

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
申
込
期
間

　

３
月
１
日（
水
）～
15
日（
水
）

◇
公
開
抽
選
日　

３
月
27
日（
月
）

　

午
前
10
時
。市
役
所
本
館
２
階

◇
申
込　

都
市
計
画
課

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
売
却

▽
売
却
物
件　

ト
ヨ
タ
コ
ー
ス
タ

ー
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
29
人
乗

Ａ
Ｔ
）、
初
度
登
録
年
月
平
成

5
年
4
月
、
車
検
満
了
日
平
成

29
年
4
月
11
日
、
走
行
距
離
約

20
万
２
５
８
８
km

▽
入
札
方
法　

制
限
付
一
般
競
争

入
札
（
南
あ
わ
じ
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
個
人
ま
た
は

事
業
場
を
有
す
る
法
人
）

▽
説
明
書
配
布　

慶
野
松
原
荘

▽
入
札
書
の
提
出
方
法　

入
札
書

の
提
出
は
慶
野
松
原
荘
へ
持
参

等
に
よ
り
提
出

▽
入
札
書
受
付
期
間　

3
月
6
日

（
月
）
～
12
日
（
日
）
時
間
は

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
車
両
の
公
開　

３
月
６
日
（
月
）

午
後
１
時
～
５
時
ま
で
。
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

▽
公
開
場
所　

慶
野
松
原
荘
駐
車
場

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

初
級
講
習
会
受
講
生
募
集

▽
日
時　

4
月
11
・
25
日
、
5
月

9
・
30
日
、
6
月
13
・
27
日
の
火

曜
日
で
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館

▽
対
象
者　

❶
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
、
関
心
の
あ
る
人
❷

朗
読
技
術
を
基
礎
か
ら
学
び
た

い
と
思
っ
て
い
る
人　

な
ど

▽
講
師　

安
岡
秀
美
氏

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

問
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
44
・
３
０
０
７

慶
野
松
原
荘
臨
時
職
員

▽
内
容　

❶
応
接
員（
パ
ー
ト
）

　

❷
客
室
清
掃（
ア
ル
バ
イ
ト
）

▽
時
給　

❶
１
０
０
０
円
❷
８
５
０
円

※
❶
❷
交
通
費
支
給
、❶
社
会
保

険
加
入

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生
塾

塾
生
の
募
集（
約
30
人
）

▽
内
容　

地
域
課
題
を
学
び
、
人

間
力
を
高
め
新
し
い
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
地
域
活
動
を
実
践
す
る

た
め
の
講
座

▽
募
集
期
限　

４
月
30
日
（
日
）

▽
塾
期
間　

５
月
～
平
成
31
年
３

月
の
毎
月
第
２
·
３
土
曜
日

▽
受
講
料　

３
万
円
（
年
額
）

▽
場
所　

神
戸
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー

問
（
公
財
）
兵
庫
県
生
き
が
い
創
造
協
会

☎
０
７
８
·
３
６
０
·
９
０
１
５

自
衛
官
採
用
試
験

▽
募
集
種
目　

予
備
自
衛
官
補

（
社
会
人
や
学
生
を
教
育
訓
練

修
了
後
、予
備
自
衛
官
と
し
て

瓦
ば
ん

情
報

19

情報瓦ばん
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あ
わ
じ
環
境
未
来
島

バ
ス
ツ
ア
ー
助
成
制
度

▽
内
容　

貸
切
バ
ス
を
利
用
し
て

「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
」

へ
の
取
組
や
環
境
保
全
へ
の
取

組
を
学
習
す
る
ツ
ア
ー
を
実
施

す
る
団
体
等
に
バ
ス
ツ
ア
ー
実

施
経
費
の
一
部
を
助
成
。

▽
募
集　

随
時
受
付
中

※
詳
し
く
は
、
当
協
会
Ｈ
Ｐ
参
照

　

http://w
w

w
.kunium

i.or.jp/

問
︵
一
財
︶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

淡
路
花
祭
２
０
１
７
春

3
月
18
日（
土
）～
５
月
28
日（
日
）

　

３
月
18
日
に
洲
本
市
民
広
場

で
行
わ
れ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

チ
ャ
ッ
ペ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

う
他
、
シ
ン
ボ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
高
田

屋
嘉
兵
衛
の
「
辰
悦
丸
」
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
お
絵

か
き
花
壇
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
、

花
と
緑
の
写
真
教
室
や
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
も
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
淡
路
花
祭
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
︵
一
財
︶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

の
人
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
。） 

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄

り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　

65
歳
未
満
で
、
離
職
（
2
年
以

内
）
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

人
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人

に
就
職
に
向
け
た
活
動
等
を
条
件

と
し
て
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。

問
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
及
び
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ
る

支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

3
月
14
日（
火
）、28
日

（
火
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

任
用
す
る
制
度
）

▽
応
募
資
格　

❶
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
人
❷
18
歳
以
上
で
国
家

資
格
等
を
有
す
る
人

▽
試
験
区
分　

　

❶
一
般
試
験
❷
技
能
試
験

▽
❶
❷
共
通
試
験
科
目　

筆
記
試

験
、口
述
試
験
、適
性
検
査
及
び

身
体
検
査

▽
募
集
締
切　

４
月
７
日（
金
）

※
こ
の
ほ
か
、自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

の
募
集
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

（
高
齢
者
放
送
大
学
）学
生
募
集

　

ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
い
て
感
想
文

を
提
出
す
る
こ
と
が
学
習
の
基
本

で
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や

研
修
旅
行
等
を
通
し
て
学
生
相
互

の
交
流
を
図
れ
ま
す
。

▽
対
象　

50
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
人

▽
募
集
締
切　

４
月
14
日
（
金
）

▽
経
費　

年
間
６
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
放
送　

ラ
ジ
オ
関
西
で
毎
週
土

曜
日
午
前
７
時
～
７
時
30
分

問
ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

　

☎
０
７
９
·
４
２
４
·
３
３
４
３

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
５
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

働
く
こ
と
に
踏
み
出
せ
な
い

若
者
を
サ
ポ
ー
ト

　

厚
生
労
働
省
認
定
事
業
と
し

て
、
働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
え
る

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
者
と
そ

の
ご
家
族
を
対
象
に
、
就
労
に
向

け
た
個
別
か
つ
継
続
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

洲
本
に
お
い
て
出
張
相
談
を
実
施

中
。
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

▽
主
な
支
援
内
容　

適
性
・
適
職

相
談
、
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書

の
添
削
、
面
接
対
策
（
模
擬
面

接
も
可
）
な
ど
。

▽
出
張
相
談
の
実
施
日

　

毎
月
第
１
·
２
·
３
水
曜
日

※
祝
日
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん

▽
出
張
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲

広報 

　 3月の
　 無料相談

本
（
洲
本
総
合
庁
舎
１
階
）

▽
相
談
時
間　

午
後
１
時
～
３
時

50
分
（
1
回
50
分
以
内
）

※
予
約
優
先
。
場
合
に
よ
り
事
前

予
約
な
し
で
も
対
応
可

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　

☎
０
７
８
·
９
３
９
·
３
２
１
７

※
受
付
は
月
～
金
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
６
時

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時　

４
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本
市

本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談
◆日時　14日（火）・23日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）

行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　9日（木）13:30～15:00
◆場所　福良地区公民館
問市民課☎43-5212（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　15日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　13日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　22日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　13日（月）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　24日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消
し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
魚
彩
館

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
・
水
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
場
所　

丸
山
漁
港
内

問
魚
彩
館
☎
39
・
０
２
３
７

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
8
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４
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●名誉三冠小林光一　布石の神髄
 小林　光一／著（ＮＨＫ出版）

　布石で大場を占めるに
は？布石の段階から厳しく
攻めるには？基礎に当たる
布石がしっかり打てないと、
よい戦いは出来ません。局面
に合った打ち方を、「小林琉
布石」で世界的に名髙い小
林光一名誉三冠がわかりや
すく解説。各例題には、局面
に至るまでの実戦譜の手順
を紹介する。

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館

広報 

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

●夏井いつきの３６５日季語手帖
　夏井　いつき／著　（マルコボ．コム）

　俳句にほんの少し興味を
持つ人たちが増えてきまし
た。「私にもできるかし
ら」という期待が半分、
「でも季語の１つも知らな
いし」という不安が半分の
方も、楽しく俳句を作りま
しょう。１月１日から１２
月３１日まで、３６５日の
季語と名句を解説とともに
収録。

●母さんの子守歌
　しみず　きょうこ／作　（銀の鈴社）

　どんなに疲れているとき
でも、母さんは毎晩、舞子と
洋太を寝かせるために、子
守歌を歌うことだけは欠か
さなかった。でも、母さんは、
いつもわたしばかりに用事
を頼んで･･･。１年生の女の
子から思春期の少女まで。
心のひだをていねいにすく
いとった３編がキラリと光る
短編童話集。

●おにのつの
　おおつぼ　かずみ／作・絵（ＰＨＰ研究所）

　とおくはなれたところに
あるかなぼうじまには、い
ろいろなおにが住んでいま
す。ある日、おにのパンツや
さんのミーくんのつのが、突
然なくなってしまいました。
お医者さんをよんでみても
らったり、つのにいい食べ物
を食べたりしましたが･･･。

▽
日
時　

18
日（
土
）～
20
日（
月
・

祝
）
の
午
前
11
時
10
分
公
演

◆
今
月
の
イ
ベ
ン
ト　

３
月
３
日
、

ひ
な
祭
り
に
ち
な
み
に
鑑
賞
チ

ケ
ッ
ト
購
入
時
に
女
性
限
定
で

さ
さ
や
か
な
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、４
日

·
５
日
及
び
11
・
12
日
の
土
·

日
曜
日
、26
日（
日
）午
後
は
、出

張
公
演
の
た
め
臨
時
休
館

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

　

平
成
29
年
度
の
「
友
の
会
」
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
会
員
の
特
典　

❶
玉
青
館
で
開

催
さ
れ
る
展
覧
会
が
無
料
で
観

覧
❷
京
阪
神
や
四
国
の
展
覧
会

情
報
を
送
付
❸
日
帰
り
の
見
学

会
な
ど
友
の
会
主
催
の
行
事
に

参
加
可

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
に
会

費
を
そ
え
て
持
参
。ま
た
は
郵

便
振
替
で
も
入
金
可
。

▽
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
１
５
４
回
神
代
天
体
観
測
会

「
春
の
星
座
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

３
月
18
日（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

◆
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー（
要
予
約
）

▽
日
時　

３
月
28
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
内
容　

ク
ッ
キ
ー
パ
ン 

▽
材
料
費　

７
０
０
円
程
度

▽
申
込
締
切　

３
月
10
日
（
金
）

◆
サ
ー
ク
ル
活
動
の
会
員
募
集

　

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
・
ヨ
ガ
・
ウ
ク
レ
レ
・
手
編

み
・
手
芸
・
パ
ン
作
り
・
剣
詩
舞

道
・
踊
り
・
料
理
の
サ
ー
ク
ル
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
何

か
し
た
い
と
お
考
え
の
人
は
、
ぜ

ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

南
あ
わ
じ
市
健
康
大
学
講
座

　

健
康
や
医
療
な
ど
に
つ
い
て
医

師
等
が
講
義
し
ま
す
。

▽
期
間　

５
月
～
11
月
（
計
８
回
）

▽
日
時　

毎
月
第
３
木
曜
日　

午

後
１
時
30
分
～
３
時
40
分
（
５

月
の
み
２
回
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

▽
対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

▽
定
員　

70
人

▽
受
講
料　

１
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

指
定
の
申
込
書

（
健
康
課
に
備
え
付
け
）
に
記

入
し
て
提
出
。
申
込
書
は
３
月

１
日
に
新
聞
折
込
し
ま
す
。

▽
申
込
締
切　

３
月
31
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
協
会

ダ
ブ
ル
ス
大
会・テ
ニ
ス
教
室

❶
ダ
ブ
ル
ス
大
会

▽
日
時　

３
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

※
予
備
日
３
月
26
日
（
日
）

▽
試
合
形
式　

男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

ク
ラ
ス
、
Ｂ
ク
ラ
ス
。
６
ゲ
ー

ム
先
取

▽
参
加
費 

２
０
０
０
円
（
ペ
ア
）

▽
申
込
締
切
日　

３
月
12
日（
日
）

❷
市
テ
ニ
ス
教
室

▽
開
催
日
時　

４
月
～
翌
年
３
月

毎
週
金
曜
午
後
８
時
～
10
時

▽
参
加
費　

月
額
１
５
０
０
円

▽
対
象　

高
校
生
以
上

▽
申
込
締
切
日　

３
月
31
日（
金
）

▽
運
営
指
導　

市
テ
ニ
ス
協
会

❶
❷
共
通

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
申
込
先　

性
別
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
市
テ

ニ
ス
協
会
ま
で

問
市
テ
ニ
ス
協
会
（
藤
村
）

　

☎
０
９
０
・
１
０
２
７
・
０
５
９
１

ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

▽
内
容　

地
元
学
生
を
中
心
と
し

た
音
楽
イ
ベ
ン
ト 

▽
日
時　

３
月
26
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

※
観
覧
は
無
料
で
す
が
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
入
園
料
は
必
要

問
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
（
ト
ビ
）

　

☎
０
８
０
・
５
７
０
６
・
１
４
０
７

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

▽
日
時　

３
月
19
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

洲
本
吹
奏
楽
団 

定
期
演
奏
会

洲
吹
と
舞
奏
で
る
～
ス
マ
イ
ル
～

▽
日
時　

３
月
19
日
（
日
）
午
後

２
時
開
演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▽
内
容　

第
１
部
は
エ
ビ
カ
ニ
ク

ス
、
Ｓ
Ｕ
Ｎ
他
、
第
２
部
は
元

禄
、
リ
バ
ー
ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ

音
楽
「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」
よ
り

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
入
場
料　

無
料

問
洲
本
吹
奏
楽
団
（
喜
田
）

　

☎
０
９
０
・
２
０
４
０
・
６
３
４
０

第
５
回

南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会

　

市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
に
加

盟
す
る
踊
り
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
第

　

三
段
目
弁
慶
上
使
の
段

◆
第
25
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
７
日
（
日
）
ま
で

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

３
月
17
日
（
金
）
ま
で

◆
阿
万
風
流
踊
保
存
会
展
示（
大

踊
・
小
踊
）

▽
期
間　

３
月
22
日
︵
水
︶
～
８
月

31
日
（
木
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

淡
路
人
形
座（
３
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」、
引
き
裂

か
れ
る
親
子
の
情
愛
「
傾
城
阿

波
の
鳴
門　

順
礼
歌
の
段
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

▽
内
容　

源
平
の
戦
い
ゆ
か
り
の
地

「
煙
島
」
に
ち
な
ん
で
「
一
谷

嫩
軍
記　

須
磨
浦
組
討
の
段
」

問市立図書館☎53-0234　
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 （広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

初回トレーニング講習会
3月分受講者募集

問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場合、
初回のみ講習会を受講していただきます。
　●対象者　16歳以上の人　

　●受講料　500円（市内）

　※次回利用より200円（市内）

　●定員　６人（予約制）

　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 第２講習

11 土 10:00～ 15:00～

17 金 14：00～ 19:00～

26 日 10:00～ 15:00～

※子ども連れの受講はできません

５
回
南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
演
技
終
了
後
は
お
楽

し
み
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
25
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
開
演

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
入
場
料　

無
料

問
市
舞
踊
の
会
事
務
局
（
榎
本
）

　

☎
42
・
３
４
８
０

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
91
回
講
習
会

▽
日
時　

３
月
４
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
25
回
・
第
26
回
講
座

▽
日
時　

３
月
９
日（
木
）、23
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

　　　
137シリ

ーズ

市
指
　
椎し

い

の
木き

　来
こりかわ

川八
はちまん

幡神
じんじゃ

社境
けいだい

内に生い茂っている椎

の木は、推定樹
じゅれい

齢が 400 年と非常に古く、

目
め

通
どお

り幹
かん

囲
い

約 8m、高さ約 25m にも達す

る巨木です。

　根元部分は 3 本からなっており、何本も

の枝を天高く伸ばしている神聖な姿は、御
ご

神
しん

木
ぼく

として地域住民により大切に守られてお

り、平成元年に指定されました。枝払いを

行い、樹
じゅ

幹
かん

を 3 方

向からワイヤーで支

持する保全対策を講

じ、樹木全体が倒

れないよう保護され

ています。

 ●３月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

                        １      2　           3       4       

 5      ６      ７      8       9      10     11     

12    13     14    15    16     17     18     

19     20     21    22    23     24     25     

26    27                            28　　29　30　31        
月末整理

※○はおやすみです

▲樹木医による診断の様子
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 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 5日（日） 瀧 川　 卓 医師 渡 辺　 優 医師

12日（日） 西 口　 弘 医師 友清龍一郎 医師

19日（日） 高 田 育 明 医師 日 笠 久 美 医師

20日（月） 柴 田 亮 平 医師 橋 田 友 孝 医師

26日（日） 穀 内 純 江 医師 福 田 郁 夫 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

22
広報 

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容   日    曜日　    時間 　　 場　所

阿波踊り体操
1 水

10:00 ～
　南あわじ市
　保健センター15 水

  3月の健康カレンダー

22
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● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 ９ 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（28年11月生）

28 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（28年5月生）

21 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（27年8月生）

7 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（26年12月生）

15 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（26年2月生）

14 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（24年3月生）

27 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（25年12月･26年6月生）

1 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（28年１月生） 17 金 13:30 ～ 14:00
（28年８月生） 24 金

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（28年10月生）

23 木  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） 2 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 2 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

分班長会議 16 木 　沼島総合センター

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 　　　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

1 水

　９:00 ～
　   10:30

南あわじ市保健センター

6 月 市役所本館１階

13 月 松帆地区公民館

22 水 福良地区公民館

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）※要予約
内容  日    曜日　   時間 場所

体重・腹囲・血圧測
定。内容「血液検査
結果の変化と生活を
見てみましょう」

10 金
     9:00～
   12:00

南あわじ市
保健センター

慢性腎臓病（CKD）が急増中

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪

番で小児夜間救急診療を行っています。

問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館
内の洲本市応急診療所において、小児科医の輪
番による小児救急診療所を開設しています。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

問健康課☎ 43-5218

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

13 月 11：30 ～ 16：00 中央公民館

18 土
10：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00

くつろぎプラザシーパ
最近では生活習慣病や他の病気による慢性腎臓病（CKD）が
増加し、日本では、成人の８人に１人がかかっているともいわ
れています。

慢性腎臓病（CKD）とは
　腎臓の働きが慢性的に低下していく状態のことをいい

ます。

＜CKDの定義＞

　次の❶と❷のいずれか、あるいは両方が３か月以上
続く状態のことをいいます。
❶尿検査(尿たんぱく)や血液検査(クレアチニンなど)、
　画像検査などで、腎臓に明らかな障害が認められる。
　特に尿たんぱくの存在が重要。
❷腎臓のろ過機能（GFR）が健康な人の６０％未満に
　低下。

　CKD の怖いところは、初期にはほとんど自覚症状が

ないことです。むくみ、倦怠感、貧血、息切れなどの

症状が現れたときには、すでに病気が進行している可

能性があります。

　腎臓は一度悪くなってしまうと、もとに戻ることがで

きません。放置しておくと、末期腎不全におちいり、人

工透析が必要になってしまいます。

　早期に発見すればするほど、進行を抑えられる可能

性が高まります。そのため、尿検査や血液検査を定期的

に受けて、腎臓の状態をチェックすることが重要です。

最近受けた健康診断の結果を
　　　　もう一度確認してください
●尿検査の値で、「尿たんぱく」が（＋）や（２＋） 

　以上になっていませんか？

●「血清クレアチニン」値が１．００以上になっていま

　せんか？

●クレアチニン値と年齢、性別をもとに算出される「ｅ

　ＧＦＲ」という値が５９．９以下になっていませんか？

　町ぐるみ健診では、ｅＧＦＲ値が５９．９以下では、腎

　機能が低下している可能性があ

　るとしています。

※気になることがあれば、

　医師に相談してください

腎臓にやさしい日常生活
❶バランスよく食べ、塩分を控える

❷禁煙、節酒を心がける

❸不必要に薬を飲まない

❹適切な水分摂取を

❺ストレスをためこまないように

❻定期的に健康診断を受ける

　（早期発見のポイントは「血液検査」と「尿検査」）

認知症を支える家族の会 スマイル認知症カフェ　　※申込不要

　３月の定例会は、「うずしおクルーズ交流会」を開

催します。参加を希望する人は、地域包括支援セン

ターまでご連絡ください。

日　　時　３月8日（水）13:20～

集合場所　なないろ館内　乗船券乗り場前

問地域包括支援センター☎43-5237

　認知症カフェは認知症の人とそのご家族、地域の皆

様誰もが、気軽に参加し、集える場です。家族が抱える

介護負担についてもスタッフが相談に応じます。

日　時　３月７日（火）13：00～16：00

場　所　いちばん星（南あわじ市市福永572）

問地域包括支援センター☎43-5237

地域福祉フォーラム
第４回みはら福祉の集い

兵庫県委託事業　認知症予防教室

　講演を通じて、困りごとや解決方法をみんなで考

え、地域を「知る」「気付く」「つながる」ことで日

常的な支援や活動につながるきっかけを作りましょ

う。参加料は無料。多数の参加をお待ちしています。

日　時　３月 12日（日）10：00～ 11：30

場　所　中央公民館

内　容　「助け上手さん・助けられ上手さんの

　　　　秘訣とは？」　

講　師　住民流福祉総合研究所所長　木原孝久氏

問南あわじ市社会福祉協議会☎ 44-3007

　高齢期を心身ともに元気で過ごしていただくため

の秘訣と、在宅で介護する上でのコツをお伝えしま

す。受講料は無料です。

日　時　３月 18日（土）13：30～ 15：30

場　所　特別養護老人ホーム太陽の家

内　容　「認知症についての理解を深める」

問特別養護老人ホーム太陽の家☎ 43-3100



　　　　

心のかけはし
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※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00

14：00～17：00
（火曜日）

14：00～17：00
（金曜日）

9：00～12：00
16：00～17：00

（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00

14：00～17：15
（火・木曜日）

9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00

14：00～17：15

子育て広場
赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

　ゆめるんパーティに、みなさんお越しくださいね。この一年
間のお子さんの成長をともにお祝いし、ひろばのお友達との思
い出をつくりましょう。

●催し ３月　※要申込
行事名 日時 費用等

❶３月のおたん
　じょうびかい

６日（月）
10：00～

ゆめるんセンター
費用100円、１０時に写真撮影で時
間厳守、申込締切１日

❷ままひろば
　季節のお花の
　寄せ植え

６日（月）
13：00～

ゆめるんセンター園庭
費用1000円、軍手、新聞紙、移植ご
て、定員20組、（電話申込は不可）

❸親子遠足　
22日（水）
集合8：45
出発9:00

神戸どうぶつ王国
集合：旧緑庁舎前８：45、費用大人2
千円、子ども500円、名札持参、
先着65組、（電話申込は不可）

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）　
ひろば名 ３月の開設日 場所

みどり １，３，１０，15,２４ 南あわじ市保健福祉センター２階

みはら ２，９，１６，２３ 働く婦人の家２階

せいだん 2,7,14,21,23 湊地区公民館１階

なんだん 1,3,8,17,24 福良地区公民館２階

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 ☎42-7703、 9：00～16：00

●人　口 48,661人（前月比－72人）
　    （男） 23,462人（前月比－29人）
　    （女） 25,199人（前月比－43人）
●世帯数 19,224世帯（前月比－15世帯）

※平成29年2月１日現在

●季節のアルバムづくり ３月　※要申込
行事名 申込・日程等

❶季節の
　アルバム
　づくり

※希望日と場所を決めて申込。
（手形を押すのは 10:00 ～ 10:30）
費用 50 円、申込締切１日

◆ゆめるんセンター７日、８日、９日、10日

◆せいだんひろば７日　◆なんだんひろば８日

◆みはらひろば９日　　◆みどりひろば10日

 ●年齢別ひろば ※要申込

ひろば名 日時 内容

ばなな・
ぶどう

14日（火）
15日（水）
16日（木）
10:00～　

11：30

ゆめるんパーティ、ゆめるんセンター
ミントのお部屋、費用子ども1人350円、
名札、ロゼット、お花のかざり、ビスケッ
ト手袋、 ※希望の日を一日選んでくださ
い、定員各日50人、申込締切３日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

波 戸 﨑　 陽
はる

関 口　 稀
きいと

斗

久 留 米　 慧
すい

秦　　 健
けんと

斗

坂 東　 真
まつり

鶴

川 口　 結
ゆ ず

子

土 居　 優
ゆうじん

仁

城所真
ま な と

那翔

小西玖
ひ な き

奈季

亀 井　 日
ひまり

葵

亀 井　 陽
ひより

由

古 川　 結
ゆいあ

愛

中 田　 凪
なぎさ

咲

山 田　 悠
はると

人

落 合　 翔
と い

生

林　誠
せいしろう

士郎

橋本虎
とらのすけ

ノ助

藏 本　 陽
ひいろ

彩

辻 脇　 令
れいな

凪

藤 岡　 青
あおぞら

空

柏 木　 結
ゆ の

心

伊藤杏
え る は

琉羽

木 下　 十
じゅき

輝

原　妃
ひ な の

愛乃

池島颯
そうしろう

志朗

大 谷　　 武
たける

金 山　 芽
め い

生

村 田　 汐
しおり

里

阿 部　 太
た お

鳳

井 上　 愛
あいり

梨

乙 井　 心
みこと

尊

榎 本　 光
ひかり

莉

岡 本　 悠
はるま

慎

向 江　 陽
はるき

紀

男

男

女

男

女

女

男

男

女

女

女

女

女

男

男

男

男

女

女

男

女

女

男

女

男

男

女

女

女

女

女

女

男

男

達 也
浩 之
次 郎
俊 行
龍 太
欣 伸
裕 章
悠 衣
広 晃
啓 義
啓 義
貴 久
敏 弘
啓 史
剣 志
雄一郎
英二郎
勇 樹
健 冶
大 介
柊 人
右 淑
大 樹
伸太朗
晃
祐 司
直 樹
龍 輔
英 史
勝 啓
大 将
晃 士
裕 太
英 甫

広 田
志 知
福 良
市

福 良
賀 集
志 知
市

神 代
八 木
八 木
賀 集
倭 文
八 木
八 木
神 代
福 良
西宮市
倭 文
志 知
福 良
八 木
八 木
広 田
湊
湊

賀 集
愛知県
福 良
広 田
広 田
湊
市

松 帆

１ 月 ６ 日
１ 月 ７ 日
１月 11 日
１月 12 日
１月 12 日
１月 14 日
１月 15 日
１月 16 日
１月 16 日
１月 19 日
１月 19 日
１月 19 日
１月 20 日
１月 20 日
１月 21 日
１月 22 日
１月 23 日
１月 26 日
１月 26 日
１月 26 日
１月 27 日
１月 29 日
１月 29 日
１月 31 日
２ 月 ２ 日
２ 月 ３ 日
２ 月 ３ 日
２ 月 ３ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ７ 日
２ 月 ９ 日
２ 月 ９ 日

結婚

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日
柏木やよい
伊達　逸夫
雨堤しずゑ
正木　義明
髙田　富男
居内　　政
野尻　富子
杉田ひさ子
前田　和顯
長谷　孝子
平 池　 要
葊地美智子
轟　　秋由
平門　重信
清川　哲一
吉村タケヨ
上田　　勉
宮﨑　恭子

八　木
広　田
津　井
神　代
榎　列
松　帆
北阿万
市

福　良
榎　列
榎　列
広　田
八　木
八　木
広　田
福　良
志　知
志　知

89
79
96
81
96
88
81
103
63
83
91
83
87
75
86
90
85
84

１ 月 14 日
１ 月 15 日
１ 月 16 日
１ 月 17 日
１ 月 18 日
１ 月 20 日
１ 月 21 日
１ 月 22 日
１ 月 22 日
１ 月 23 日
１ 月 24 日
１ 月 25 日
１ 月 26 日
１ 月 26 日
１ 月 27 日
１ 月 27 日
１ 月 30 日
１ 月 30 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

川池しづ子
池上　光吉
市原　清一
末葊　奎藏
神代あさゑ
秀　　美彦
長澤たかこ
村上あや子
辻　　　 平

丸田　敏弘
井上　　守
庄田加代子
赤松　敬子
岸本　浩一
杉本美智夫
　村　敏子
細川　秀夫
川原　松惠

倭　文
市

沼　島
賀　集
八　木
倭　文
福　良
志　知
榎　列

松　帆
福　良
賀　集
賀　集
神　代
榎　列
八　木
榎　列
阿　万

83
81
85
72
100
75
91
93
88

81
85
65
83
60
79
96
93
94

１ 月 31 日
２ 月 １ 日
２ 月 １ 日
２ 月 ２ 日
２ 月 ４ 日
２ 月 ４ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ６ 日

２ 月 ７ 日
２ 月 ９ 日
２ 月 ９ 日
２ 月 10 日
２ 月 11 日
２ 月 11 日
２ 月 12 日
２ 月 12 日
２ 月 14 日

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　　　　　　　　　　　　　二次元コード
※携帯電話のバーコードリーダで読み取り、
クイズに応募できます

▲

※２月号の正解は、元気。 67通の応募がありました。

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤広報や
さんさんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、秘書課までご応募ください。

■応募締切 ３月 15 日（水）※消印有効

　２月中旬から見頃を迎えている広

田梅林ふれあい公園。梅の花蜜を好

み、梅の花に寄って
くる鳥は何でしょう
か。写真の中にも写っ

ています。

（ヒントは広報４頁）

▲同公園の梅の花（2月19日撮影）

広報クイズ

　クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード1,000

円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にかえさせて

いただきます）

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
近藤　大起（広　田）

金澤　高宏（徳島県）

石島　茂幸（福　良）

居内　一博（松　帆）

岡本　直也（広　田）

村上　高司（賀　集）

釜谷　尚樹（大阪府）

米田　浩規（広　田）

阿部　将也（阿　万）

山形　大地（松　帆）

河治　梨奈（広　田）

三本松　愛（香川県）

森崎　　静（福　良）

津田　知帆（津　井）

石濱　美樹（洲本市）

濵口　　葵（松　帆）

髙栁　明世（京都府）

田中愛梨沙（神戸市）

鯉森　麻琴（広　田）

瀧川　麻生（松　帆）

１ 月 23 日

１ 月 25 日

１ 月 31 日

２ 月 １ 日

２ 月 ４ 日

２ 月 ７ 日

２ 月 11 日

２ 月 11 日

２ 月 13 日

２ 月 13 日

★平成 29 年度の登録は３月 21 日（火）より開始します。
年間を通じて、いつでも登録することができます。

★現在登録されている人も新たに 29 年度の登録をお　
願いします。（登録料は年間200円、継続の人は100円）

★登録の対象は、誕生から入園までのお子さんをお
持ちの保護者と祖父母。南あわじ市在住もしくは、
祖父母が市在住の人は、登録することができます。

出生

▲お昼寝アート  ２月７日

　　　　 

問子育て支援課 
　☎４３-５２１９

ゆめるんセンターに絵画を寄贈
　田村愛子さん（賀集）より、自ら描いた油絵３点の寄贈をいただきました。

　市の子育て応援シンボルキャラクター「ゆめるん」などが描かれていて、

▲絵画を寄贈された田村愛子さん（右）

３歳児未満の子どもの

等身大の絵画です。

　 田 村 さん は「 友 だ

ち感覚で会いに来ても

らって、センターを利

用する親子にゆっくり

絵画に親しんでもらえ

たら嬉しいです」と話

されました。
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「
鶴
澤
友
路
師
匠
を
偲
ぶ
会
」が
淡
路
人
形
座
で
開
催

芸
に
対
す
る
心
意
気
を
受
け
継
ぎ
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
発
展
を
誓
う

南
あ
わ
じ
子
ど
も
伝
統
芸
能
発
表
会

郷
土
芸
能
を
継
承
す
る
子
ど
も
た
ち
が
練
習
成
果
を
披
露

ま
る
ご
と
あ
そ
び
　
親
子
で
忍
者
修
業
体
験

淡
路
島
か
ら
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
実
行
委
員
会

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

おめでとう

▲会場では友路師匠の偉業の足跡が映像で紹介さ
　れ、出席者は懐かしみながら見つめていました。

▲ブランコとシーソー
　に飾られた人形

▲ひなまつりの歌を披露する津井幼稚園児

▲着物姿で記念撮影
▲まっきーから忍者のポーズを教わる子どもたち

▲瓦と人形のコラボを楽しむ来場者

▲鶴澤友路師匠の遺影の前で淡路人形座員や淡路三原高校郷土部員
　らの弟子たちが三味線の連弾を披露しました。

ひ
な
人
形
と
瓦
の
コ
ラ
ボ
展
示
が
話
題
に

瓦
と
ひ
な
ま
つ
り
　
４
月
９
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
！

灘
黒
岩
水
仙
郷
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
に
観
光
客
が
堪
能
！

灘・沼
島
観
光
ふ
る
さ
と
会
、
淡
路
島
観
光
協
会
南
あ
わ
じ
地
区
会
が
主
催

　

第
13
回
南
あ
わ
じ
子
ど
も
伝
統

芸
能
発
表
会
が
２
月
11
日
、
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
初
出
場
と

な
る
小
波
会
や
、
３
年
ぶ
り
の
出

演
と
な
る
三
原
中
学
校
な
ど
16
団

体
３
０
０
人
が
出
演
。「
踊
り
」「
和

太
鼓
」「
だ
ん
じ
り
唄
」
な
ど
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
、
同
館

大
ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客

か
ら
、
多
く
の
声
援
や
拍
手
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
発
表
会
は
、
市
内
各
地
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
芸
能
を
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
発
表
を
通
じ
て
、

歴
史
・
伝
統
・
文
化
へ
の
関
心
や
理

解
を
深
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
舞
台
運
営
は
、
各

出
演
団
体
指
導
者
や
世
話
人
か
ら

有
志
を
募
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、

地
域
の
伝
統
芸
能
を
継
承
し
て
い

く
「
た
か
ら
」
を
育
て
、
次
の
世

代
に
繋
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ

が
伝
わ
る
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

鬼
瓦
づ
く
り
体
験
授
業淡

路
瓦
工
業
組
合
が
西
淡
中
学
校
で
出
前
授
業

 

高
齢
者
叙
勲

◆
瑞
宝
双
光
章

増
田
　
和
馬 

さ
ん（
八
木
）

◆
絵
画
の
部
　
銅
賞

中
野
　
喬
佳 

さ
ん（
北
阿
万
小
６
年
）

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

全
国
児
童
作
品
展

　

瓦
と
ひ
な
の
会
が
、
２
月
４

日
か
ら
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
瓦
と
ひ
な
ま
つ
り
」
を
開
催
。

６
０
０
体
以
上
の
ひ
な
人
形
と
淡

路
瓦
が
一
緒
に
展
示
さ
れ
、
話
題

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
地
場
産
業
の
瓦
と
津

井
地
区
の
活
性
化
を
目
的
に
昨
年

結
成
さ
れ
、現
在
15
人
が
活
動
中
。

同
展
示
は
昨
年
も
開
催
さ
れ
、
来

場
者
が
３
５
０
０
人
あ
り
、
そ
の

う
ち
島
外
か
ら
８
０
０
人
の
来
訪

が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、
同
展
示
を
訪
れ
た

津
井
幼
稚
園
児
が
、
ひ
な
壇
の
前

で
「
ひ
な
ま
つ
り
」
の
歌
を
披
露

し
、
少
し
早
い
ひ
な
祭
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

同
展
示
は
、
４
月
９
日
ま
で
。

女
の
子
は
着
物
を
試
着
し
、
記

念
撮
影
も
で
き
ま
す
。

問
瓦
と
ひ
な
の
会
（
前
谷
）

　

☎
０
９
０
・
５
１
３
３
・
９
８
０
０

た
粘
土
）
に
写
し
取
る
作
業
を
し

た
後
、カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
で
削

り
と
っ
て
口
や
牙
を
つ
く
っ
た
り
、

粘
土
を
使
っ
て
角
や
目
、
鼻
な
ど

を
つ
け
た
り
し
て
約
２
時
間
で
鬼

瓦
の
顔
を
完
成
。
作
品
は
１
か
月

ほ
ど
自
然
乾
燥
し
、
瓦
の
焼
成
窯
で

「
い
ぶ
し
瓦
」
に
焼
き
上
げ
た
後
、

卒
業
前
に
生
徒
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
す
。

　

出
前
授
業
を
開
い
た
工
業
組
合
は

「
こ
の
よ
う
な
体
験
授
業
を
通
し
て

生
徒
た
ち
に
長
い
歴
史
を
持
つ
地
場

産
業
の
淡
路
瓦
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
淡
路
瓦
の
魅
力

を
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
広
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
地
場

産
業
の
淡
路
瓦
の
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
お
う
と
淡
路
瓦
工
業

組
合
に
よ
る
出
前
授
業
が
１
月
26

日
、西
淡
中
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
約
90
人
を
対
象
に
、１
時

間
目
は
体
育
館
で
映
像
を
映
し
な

が
ら
淡
路
瓦
の
歴
史
や
種
類
、特
長

な
ど
を
説
明
。
丈
夫
で
耐
火
性
に

優
れ
、雨
や
暴
風
に
も
強
い
屋
根
瓦

と
し
て
の
用
途
や
、
壁
や
床
な
ど
に

も
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
２
時
間
目
か
ら
は
、
同
組

合
の
瓦
師
の
指
導
の
も
と
、３
ク
ラ

ス
の
教
室
で
鬼
瓦
づ
く
り
体
験
授

業
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
事
前
に
描
い
た
思

い
思
い
の
鬼
瓦
の
イ
ラ
ス
ト
を
、
丸

瓦
の
荒あ
ら

地じ

（
丸
瓦
の
形
に
成
形
し

　

日
本
水
仙
三
大
群
生
地
の
ひ
と
つ

と
し
て
知
ら
れ
、
淡
路
島
の
冬
の
観

光
名
所
の
灘
黒
岩
水
仙
で
水
仙
郷
ス

ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
開
花
の
見
ご
ろ
を
迎
え
た

時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、
１
月
22

日
に
は
福
良
湾
で
育
っ
た
淡
路
島

３
年
と
ら
ふ
ぐ
の
振
舞
い
、
１
月
28

日
に
は
灘
土
生
港
で
水
揚
げ
さ
れ

た
メ
バ
ル
煮
つ
け
の
振
舞
い
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
地
元
の
灘
み
か
ん
の
つ

か
み
取
り
な
ど
、
特
産
品
を
活
か
し

た
楽
し
い
催
し
で
大
勢
の
観
光
客

を
も
て
な
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

▲だんじり唄など伝統芸能が披露されました。

　
（
教
育
功
労
）

　

増
田
和
馬
さ
ん
は
、
公
立
小
中

学
校
の
教
諭
、
学
校
長
と
し
て
、

学
校
教
育
の
充
実
と
児
童
・
生
徒

の
健
全
育
成
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

て
長
年
の
教
育
分
野
に
お
け
る
功

績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

に
寄
与
す
る
体
験
事
業
。
２
月
12

日
、
三
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
パ

ル
テ
ィ
で
、
お
っ
ち
ょ
こ
忍
者
ま
っ

き
ー
に
よ
る
「
親
子
で
ま
る
ご
と
あ

そ
び　

忍
者
修
業
体
験
」
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
親
子
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
っ
き
ー
か
ら
動
き
を
止
め
る

「
忍
耐
！
じ
っ
と
す
る
の
術
」
な

ど
次
々
と
出
さ
れ
る
修
業
体
験

を
、
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
達

成
す
る
と
、
笑
顔
で
ハ
イ
タ
ッ
チ

な
ど
を
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。

偲
ぶ
会
が
1
月
28
日
、
淡
路
人
形

座
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
発
展
と
保

存
、
後
継
者
の
育
成
に
多
大
な
功

績
を
残
さ
れ
た
鶴
澤
友
路
師
匠
の

偉
業
と
思
い
出
を
か
み
し
め
な
が

ら
出
席
者
約
２
０
０
人
が
黙
と
う

を
さ
さ
げ
献
花
し
て
偲
び
ま
し
た
。

　

追
悼
の
言
葉
で
弟
子
の
鶴
澤
友

勇
さ
ん
は
「
師
匠
の
芸
に
対
す
る
心

意
気
を
受
け
継
ぎ
、
人
形
浄
瑠
璃

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
で

恩
返
し
し
た
い
」
と
涙
ぐ
み
な
が
ら

も
力
強
く
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

第
28
回
「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
全

国
児
童
作
品
展
」
に
お
い
て
、
参

加
校
数
約
９
千
校
、
応
募
総
数
約

46
万
1
千
点
の
絵
画
・
書
写
の
作

品
の
中
か
ら
、
中
野
喬
佳
さ
ん
の

絵
画「
思
い
出
の
ス
ニ
ー
カ
ー
」が
、

み
ご
と
銅
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

▲スペシャルデー１月28日に催された灘のメバル煮つけの振舞い

　

昨
年
12
月
13
日
に
１
０
３
歳
で

亡
く
な
ら
れ
た
義
太
夫
節
三
味
線

の
人
間
国
宝 

鶴
澤
友
路
師
匠
を

▲自作の鬼瓦に満足の生徒たち

▲鬼瓦づくりに取り組んだ西淡中学校３年生
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特産品のPRとオリジナル商品開発特産品のPRとオリジナル商品開発特産品のPRとオリジナル商品開発
　地域おこし協力隊　小林

地域おこ
し協力隊今月の

No.10

　私は、大阪や首都圏など島外のイベントで「そう
めん」「灰わかめ」など南あわじの特産品を PR・販
売をしながら、灘の名産である「み
かん」を使ったドライフルーツの商
品開発を進め、1 月に初めての販売
を行いました。
　ただ仕入れて売るのではなく、収
穫から試行錯誤の加工にいたるまで
すべての工程を経験できたことは、販売者だけでなく
生産者の目線でお客さまに商品の魅力を「伝える」こ
とができ、ほぼ完売できたことはうれしかったです。

　そして今は、ドライフルーツを「デコポン」「大根」
と種類を増やして次の販売の準備を整えているほか、
昨年末より「いちじく」農家さんの手伝いをはじめ、
農家さんとの信頼関係を深めながら、次の新しい商
品を開発中です。
　長年 EC（電子商取引）の世界で仕事をしてきた私
にとって、こういった活動はあらためて人と人との
繋がりの大切さを教えていただく機会となりました。
　今後、経験を活かしながら、できることをきちん
と積み重ね、少しでも地域の方々に喜んでいただけ
る活動ができればと思います。

うず潮
を楽し

く

体験で
きる４

ゾーン
♪

渦の中の様子が見通せるガラス張のエ
ントランスに一新したほか、うず潮の
見ごろ時間や来館者からのメッセージ
を紹介

天井高 7 ｍの空間に
2000 分の１の地形模
型とうず潮を再現する水
理模型、400インチの
大型映像などを配置し、
うず潮発生のメカニズム
を体感的に解説

渦型の遊具で遊びながらう
ず潮と南あわじの自然・文
化・歴史を紹介

世界遺産に向けた活
動や調査報告を発信

　大鳴門橋記念館「うずしお科学館」が３月
18 日（土）にリニューアルオープンし、神
秘的なうず潮を子どもから大人までが楽し
く、体感的に学べる施設に生まれ変わります。
　リニューアル改修工事は、県からの施設移
譲支援金を活用。うず潮の神秘的な「自然的
価値」と古来から愛されてきた「文化的価値」
を広く発信するため、専門家の意見を参考に
しながら、昨年９月から工事を開始し、２月
２８日に完成しました。
　館内は、「エントランスゾーン」「うずしお
ゾーン」「体験学習ゾーン」「世界遺産学習ゾー
ン」の４つに分け、うず潮の魅力や特徴を紹
介しています。ぜひ、ご来館ください。

エントラスゾーン

うずしおゾーン

体験学習ゾーン
世界遺産学習ゾーン

問大鳴門橋記念館☎ 52-2888

大鳴門橋記念館うずしお科学館
リニューアルオープン３月 18日（土）
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